
登
録
者
は
既
に
２
６
０
０
万
人

新
の
世
論
調
査
で
は
、
国
民

の
７
６
％
が
、「
今
、
国
民

に
必
要
な
こ
と
」
と
い
う
二

択
の
質
問
で
「
家
に
い
る
こ

と
」
を
選
び
、「
ク
ア
レ
ン

テ
ー
ナ
を
解
き
、
経
済
活
動

に
戻
る
」
を
選
ん
だ
人
は
わ

ず
か
１
８
％
だ
っ
た
。 

　

ま
た
、
こ
の
放
送
直
後
、

最
高
裁
の
モ
ラ
エ
ス
判
事

が
、「
大
統
領
が
社
会
的
隔

離
策
を
阻
止
す
る
よ
う
な
言

動
を
禁
止
す
る
」
と
い
う
司

法
判
断
を
出
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
こ
の
後
に
出
す
の

で
は
と
予
想
さ
れ
て
い
た
、

外
出
自
粛
令
を
強
制
解
除
さ

せ
る
大
統
領
令
は
出
せ
な
く

な
っ
た
。
大
統
領
は
放
送
の

数
時
間
前
に
バ
ン
デ
イ
ラ
ン

テ
ス
局
の
番
組
で
取
材
を
受

け
、「
４
０
歳
以
下
の
人
が

感
染
す
る
リ
ス
ク
は
ほ
ぼ
皆

無
」「
高
齢
者
と
は
２
メ
ー

ト
ル
以
上
距
離
を
置
け
ば
よ

い
」「
誰
も
が
食
べ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
ハ

イ
リ
ス
ク
の
高
齢
者
だ
け

　
【
既
報
関
連
】
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
的
な
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
非

正
規
雇
用
者
、
失
業
者
、
自
営
業
者
、
家
計
の
長
で
あ
る
母
親
な
ど
へ
の
緊
急
援

助
金
の
支
払
い
が
９
日
に
開
始
さ
れ
た
。
同
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

８
日
の
夜
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
の
政
見
放
送
は
、
外

出
自
粛
令
を
止
め
る
呼
び
か

け
と
、
世
界
的
に
試
験
段
階

の
薬
品
の
処
方
を
勧
め
る
も

の
、
と
い
う
物
議
を
醸
す
内

容
だ
っ
た
が
、
世
間
へ
の
イ

ン
パ
ク
ト
は
そ
こ
ま
で
大
き

く
な
く
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の

話
題
に
も
あ
ま
り
上
が
ら
な

　

ま
た
、
Ｃ
Ｕ
に
登
録
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
給
付
規
定

に
該
当
す
る
労
働
者
は
、
サ

イ
ト
や
ア
プ
リ
で
登
録
し
て

か
ら
５
営
業
日
以
内
に
受
け

取
れ
る
。 

　

Ｂ
Ｆ
を
受
け
取
っ
て
い
る

人
は
、
緊
急
援
助
金
と
Ｂ
Ｆ

の
ど
ち
ら
か
高
額
な
方
を
受

け
取
れ
る
。
こ
う
し
た
人
々

の
受
け
取
り
日
は
Ｂ
Ｆ
支
給

日
と
同
様
、
４
月
の
最
終

１
０
営
業
日
だ
。 

　

２
回
目
の
受
け
取
り
日

は
、
Ｂ
Ｆ
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
Ｃ
Ｕ
登
録
者
と
、
サ
イ

ト
や
ア
プ
リ
に
よ
る
申
し
込

み
者
が
４
月
２
７
〜
３
０

日
、
Ｂ
Ｆ
受
給
者
は
５
月
の

最
終
１
０
営
業
日
だ
。
３
回

目
の
受
け
取
り
日
は
、
Ｂ
Ｆ

を
受
け
取
っ
て
い
な
い
Ｃ
Ｕ

登
録
者
と
、
サ
イ
ト
や
ア
プ

リ
に
よ
る
申
し
込
み
者
が
５

月
２
６
〜
２
９
日
、
Ｂ
Ｆ
受

非
正
規
雇
用
者
に
６
０
０
レ
を
３
回

に
配
慮
し
、
残
り
は
働
き
に

出
る
べ
き
と
の
見
解
を
示
し

た
。 

　

さ
ら
に
、
米
国
の
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
推
奨
し
始
め
て

以
来
、
自
身
も
執
着
し
て
い

る
薬
品
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
、
ヒ

ド
ロ
キ
シ
ク
ロ
ロ
キ
ン
を
、

初
期
段
階
の
コ
ロ
ナ
罹
患
者

か
ら
処
方
す
べ
き
だ
と
語
っ

た
。
大
統
領
は
心
臓
外
科
の

権
威
者
ロ
ベ
ル
ト
・
カ
リ
ル

認
め
ら
れ
る
か
未
知
数
だ
。

８
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ

て
い
る
。 

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

２
０
時
３
０
分
か
ら
の
政
見

放
送
で
、「
各
州
が
行
っ
て

い
る
隔
離
へ
の
取
り
組
み
は

尊
重
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
生
じ
る
損
害
は
州
の
責
任

で
あ
り
、
連
邦
政
府
の
も
の

で
は
な
い
。
国
民
の
多
く
が

職
場
に
戻
り
た
い
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。 

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
最

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
８

日
の
政
見
放
送
で
、
州
知
事

た
ち
が
行
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
外
出
自

粛
令
（
ク
ア
レ
ン
テ
ー
ナ
）

を
批
判
し
、
仕
事
に
戻
れ
と

呼
び
か
け
た
。
だ
が
そ
の
直

後
、
最
高
裁
の
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン

ド
レ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
判
事
が
、

隔
離
政
策
差
し
止
め
を
禁
じ

る
司
法
判
断
を
出
し
た
。

　

大
統
領
は
、
ま
だ
試
験
段

階
の
ク
ロ
ロ
キ
ン
と
そ
の
発

展
系
の
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ク
ロ
ロ

キ
ン
を
初
期
段
階
の
コ
ロ
ナ

罹
患
者
に
服
用
さ
せ
る
こ
と

に
も
言
及
し
た
が
、
処
方
が

最
高
裁
が
即
座
に
差
し
止
め

感
染
者
１
万
７
８
５
７
人
、
死
者
９
４
１
人
に

ク
ロ
ロ
キ
ン
問
題
に
も
固
執

医
師
が
同
薬
を
服
用
し
て
回

復
し
た
と
語
り
、
さ
ら
に
同

薬
の
製
造
を
行
っ
て
い
る
イ

ン
ド
か
ら
、
同
国
の
モ
ジ
首

相
の
協
力
を
得
て
送
っ
て
も

ら
う
と
も
約
束
し
た
。 

　

ク
ロ
ロ
キ
ン
は
ま
だ
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
へ
の
薬
効
を
調

査
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
報
告

に
も
好
感
触
の
も
の
は
あ
る

が
、
マ
ン
デ
ッ
タ
保
健
相
も

「
不
整
脈
な
ど
の
副
作
用
が

あ
る
た
め
、
８
割
の
国
民
に

は
勧
め
ら
れ
ず
、
本
当
に
重

病
か
つ
高
齢
の
患
者
に
の
み

認
め
得
る
」
と
し
て
い
る
。 

　

ま
た
、
話
に
登
場
し
た
カ

リ
ル
医
師
も
、「
自
分
の
話

が
出
て
驚
い
た
」
と
語
り
、

効
用
に
関
す
る
言
及
を
避
け

た
。
同
氏
の
治
療
を
担
当
し

た
医
師
も
、「
他
の
薬
も
使

用
し
た
の
で
、
ク
ロ
ロ
キ
ン

が
効
い
た
か
ど
う
か
の
確
証

は
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。 

８日の放送でのボウソナロ大統領
（Carolina Antunus）

遺体 取り違えが起きたアミー
ル・マルチンス・ダ・シウヴァさん

（Divulgacao）

Ｃ
Ｐ
Ｆ
正
常
化
手
続
き
に
行
列
も

コ ロ ナ 禍

給
者
は
６
月
の
最
終
１
０
営

業
日
だ
。 

　

Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
が
開
い
た
サ

イ
ト
や
ア
プ
リ
で
の
登
録
の

際
に
は
、
納
税
者
番
号
（
Ｃ

Ｐ
Ｆ
）
の
入
力
が
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｆ
の
登

録
情
報
に
不
備
が
あ
り
、
Ｃ

Ｐ
Ｆ
が
使
え
な
く
な
っ
て
い

る
人
も
多
い
。
こ
の
た
め
、

全
国
各
地
の
国
税
庁
地
方
局

前
に
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｆ
正
常
化
の

た
め
に
並
ぶ
人
々
で
長
蛇
の

列
が
で
き
て
い
る
。
一
例
は
パ

ラ
ー
州
都
ベ
レ
ン
、
ペ
ル
ナ

ン
ブ
ッ
コ
州
都
レ
シ
ー
フ
ェ
な

ど
で
、
８
、９
日
と
連
続
で
、

国
税
庁
舎
を
取
り
囲
む
行
列

が
で
き
た
。 

　

ま
た
、
９
日
は
緊
急
援
助

金
を
引
き
出
す
人
の
列
も
で

き
た
。
行
列
は
コ
ロ
ナ
感
染

抑
制
の
大
敵
だ
が
、
人
々
は

意
に
介
し
て
い
な
い
。 

　

国
税
庁
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｆ
正
常

か
っ
た
。
大
統
領
支
持
派
の

人
は
「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
に
ノ
ー

ベ
ル
賞
」
な
ど
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
も
あ
げ
て
い
た
が
、
そ
の

盛
り
上
が
り
も
今
一
つ
。
そ

れ
以
上
に
、
同
じ
時
間
帯
に

ネ
ッ
ト
生
中
継
で
や
っ
て
い
た

セ
ル
タ
ネ
ー
ジ
ャ
女
性
歌
手
、

マ
リ
リ
ア
・
メ
ン
ド
ン
サ
の

ス
タ
ジ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト
の

方
が
は
る
か
に
話
題
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
中
継
に
は
マ
ン

デ
ッ
タ
保
健
相
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
る
一
幕
も
あ
り
、
同
相
は

「
隔
離
」
の
必
要
性
を
訴
え

て
い
た
。 

　
　
　
　
　

◉ 

　

聖
州
で
の
ク
ア
レ
ン
テ
ー

ナ
（
外
出
自
粛
）
は
２
２
日

ま
で
延
長
さ
れ
た
が
、
聖
市

の
バ
ス
運
行
を
統
括
す
る
Ｓ

Ｐ
ト
ラ
ン
ス
社
の
調
査
に
よ

る
と
、
第
一
次
ク
ア
レ
ン
テ
ー

ナ
７
日
目
の
３
月
３
０
日
と

１
４
日
目
の
今
月
６
日
の
バ

ス
の
乗
客
数
を
比
べ
る
と
、

前
者
は
２
２
５
万
人
、
後
者

が
２
８
０
万
人
で
、
２
８
％

増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
昨
日
付
本
面
で
も
触
れ

た
が
、
市
民
が
自
宅
待
機
に

う
ん
ざ
り
し
始
め
て
、
隔
離

へ
の
集
中
力
が
途
切
れ
て
き

て
い
る
の
か
も
。
ク
ア
レ
ン

テ
ー
ナ
発
令
前
の
１
日
の
平

均
乗
客
数
は
９
０
０
万
人

だ
っ
た
か
ら
、
ま
だ
か
な
り

少
な
い
が
、
も
う
ひ
と
頑
張

り
し
て
ほ
し 

　
　
　
　
　

◉ 

　

１
２
日
は
復
活
祭
（
パ
ス

コ
ア
、
イ
ー
ス
タ
ー
）。
イ
ー

ス
タ
ー
エ
ッ
グ
な
ど
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
が
最
も
売
れ
る
時

期
だ
が
、
業
界
の
予
想
で

は
、
今
年
の
売
り
上
げ
は
コ

ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
で
前
年
よ
り

２
０
％
減
る
と
か
。
た
だ
、

暗
い
世
相
に
も
明
る
い
気
分

転
換
は
必
要
な
の
で
、
家
族

で
食
べ
て
、
楽
し
み
た
い
と

こ
ろ
。 

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

経
済
的
打
撃
を
和
ら
げ
る
た

め
、
連
邦
政
府
は
８
日
、
低

所
得
者
層
に
は
４
〜
６
月
の

電
気
代
を
全
額
免
除
す
る
と

い
う
暫
定
令
（
Ｍ
Ｐ
）
を
出

し
た
と
８
日
付
伯
字
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。 

　

連
邦
政
府
に
よ
る
電
気
代

免
除
期
間
は
４
月
１
日
か
ら

６
月
３
０
日
ま
で
で
、
免
除

対
象
は
月
々
の
電
力
消
費
量

が
２
２
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
（
ｋ

Ｗ
ｈ
）
ま
で
の
世
帯
だ
。
こ

の
措
置
は
、
８
日
の
夜
に
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
行
っ
た

政
見
放
送
で
、
既
に
発
表
さ

れ
て
い
た
。 

　

Ｍ
Ｐ
は
連
邦
官
報
に
掲
載

さ
れ
る
と
す
ぐ
に
法
的
効
力

を
持
つ
が
、
正
式
な
法
律
に

な
る
に
は
１
２
０
日
以
内
の

議
会
承
認
が
必
要
だ
。
た
だ

し
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
即
効
性

が
求
め
ら
れ
る
Ｍ
Ｐ
は
、
委

員
会
審
議
を
省
き
、
１
６
日

以
内
に
本
会
議
に
か
け
る
。 

　

各
電
力
会
社
へ
の
支
払
い

は
、
９
億
レ
ア
ル
ま
で
を
政

府
が
出
し
、
残
り
は
動
力
開

発
勘
定
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）
か
ら
支

出
す
る
。
３
月
２
５
日
に
は

国
家
動
力
庁（
Ａ
ｎ
ｅ
ｅ
ｌ
）

が
、
国
内
の
各
電
力
会
社
に

対
し
て
、
電
気
代
滞
納
者
で

あ
っ
て
も
、
即
時
に
電
力
供

給
を
遮
断
す
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
る
。 

　

類
似
の
措
置
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
や
水
道
で
も
発

生
し
て
い
る
。 

　

南
大
河
州
地
裁
は
３
月

３
１
日
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で

多
く
の
国
民
が
経
済
的
苦
境

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し

て
、
国
内
の
主
要
通
信
会
社

に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
料
の
滞

納
が
あ
っ
て
も
即
刻
の
電
話

や
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
の

打
ち
切
り
を
禁
止
す
る
予
備

判
決
を
出
し
た
。 

　

聖
州
で
は
知
事
令
に
よ
っ

て
、
低
所
得
者
世
帯
に
対
す

る
水
道
料
金
徴
収
と
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
停
止
が
禁
じ
ら
れ

た
。
ま
た
、
リ
オ
州
で
は
、

料
金
不
払
い
に
よ
る
水
道
、

電
気
、
ガ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
停

止
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

加
速
し
、
８
日
の
感
染
者
は

２
２
１
０
人
増
え
、
死
者
は

２
日
連
続
の
１
０
０
人
越
え

と
な
る
１
３
３
人
増
を
記
録

し
た
。
９
日
午
後
５
時
の
保

健
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
感

染
者
は
１
万
７
８
５
７
人
、

死
者
は
９
４
１
人
に
増
え
て

い
る
が
、
医
療
現
場
で
の
混

乱
で
、
遺
体
の
取
り
違
え
ま

で
起
き
た
と
９
日
付
伯
字
紙

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

８
日
の
感
染
者
数
を
最

も
押
し
上
げ
た
の
は
、
感
染

者
が
１
０
２
６
人
増
え
て

６
７
０
８
人
、
死
者
も
５
７

人
増
え
て
４
２
８
人
と
な
っ

た
聖
州
だ
。
保
健
省
に
報
告

さ
れ
た
聖
州
の
死
者
数
は
、

登
記
所
に
提
出
さ
れ
た
死
亡

届
の
記
載
を
基
に
集
計
し
た

数
字
を
１
０
０
人
余
り
下
回

る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

　

感
染
者
が
２
５
０
人
増

え
て
１
９
３
８
人
と
な
っ
た

リ
オ
州
や
、
２
４
０
人
増
え

て
１
３
７
４
人
と
な
っ
た
セ

ア
ラ
ー
州
、
１
６
８
人
増

え
て
８
０
４
人
と
な
っ
た
ア

マ
ゾ
ナ
ス
州
な
ど
も
急
増
組

だ
。
感
染
者
が
５
０
０
人
を

超
え
た
州
も
、
６
１
４
人
の

ミ
ナ
ス
、
５
５
０
人
の
パ
ラ

ナ
、
５
１
５
人
の
バ
イ
ア
、

５
１
１
人
の
連
邦
直
轄
区
の

四
つ
と
な
っ
た
。 

　

感
染
者
急
増
と
共
に
気
に

か
か
る
の
は
、
４
月
１
日
現

在
は
３
・５
％
だ
っ
た
死
亡
率

が
、
８
日
に
は
５
・
０
％
に

至
っ
て
い
る
事
だ
。
死
亡
率

上
昇
の
一
因
は
、
死
亡
後
に

感
染
が
確
認
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
事
だ
が
、
最
近
は
医

療
崩
壊
が
始
ま
り
、
病
床
が

な
く
、
入
院
不
能
な
ど
、
十

分
な
応
対
が
出
来
な
い
例
も

出
始
め
て
い
る
。 

　

医
療
現
場
で
は
、
感
染
者

や
死
者
が
増
え
て
い
る
事
で

混
乱
も
生
じ
て
い
る
。
そ
の
一

例
は
、
８
日
に
死
亡
し
、
同

日
中
に
埋
葬
さ
れ
た
９
２
歳

の
女
性
の
遺
体
が
、
同
じ
日

に
亡
く
な
っ
た
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
男
性
の
遺
体
と
取
り
違
え

ら
れ
た
事
件
だ
。 

　

混
乱
が
生
じ
た
の
は
、
大

聖
市
圏
サ
ン
ト
ア
ン
ド
レ
市

の
病
院
で
、
２
週
間
前
に
転

倒
し
て
骨
折
、
入
院
し
た
女

性
は
、
気
管
支
肺
炎
を
起
こ

し
て
死
亡
し
た
が
、
遺
族
に

は
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
い
た

と
の
説
明
と
共
に
封
印
さ
れ

た
棺
が
引
き
渡
さ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
者
の
葬
儀
で
は
通

夜
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
遺

族
は
取
り
違
え
に
気
づ
か
ぬ

（
２
０
・
３
１
％
）、
ト
マ
ト

（
１
５
・
７
４
％
）、
ジ
ャ
ガ

イ
モ（
８
・１
６
％
）、卵（
４
・

６
７
％
）
な
ど
だ
。 

　

だ
が
、
３
月
の
拡
大
消
費

者
物
価
指
数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）

そ
の
も
の
は
０
・
０
７
％
高

に
と
ど
ま
り
、
０
・
２
５
％

だ
っ
た
２
月
を
下
回
り
、
レ

ア
ル
・
プ
ラ
ン
以
降
で
最
低

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

国
際
的
な
原
油
価
格
の
下
落

や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
燃
料
代
や
航
空
料
金
が

下
が
っ
た
こ
と
な
ど
が
影
響

し
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

4月9日午後 4時現在
米ドル相場

売　5.0906  R$
買　5.0886  R$

円相場
売　0.0469  R$
買　0.0469  R$

低
所
得
者
層
の
電
気
代
を
免
除

ネ
ッ
ト
、
水
道
で
も
同
様
の
動
き

遺
体
取
り
違
え
の
悲
劇
ま
で

ボウソナロ

隔
離
終
了
を
放
送
で
訴
え
る 

連 邦政府

３
月
は
食
品
の
値
上
が
り
目
立
つ

全
体
的
に
低
イ
ン
フ
レ
の
中
で

コロナ禍

緊急援助金受け取り申し込みアプリのトップ画像

で
あ
る
母
親
に
は
１
２
０
０

レ
ア
ル
を
３
回
に
わ
た
っ
て

支
給
す
る
。 

　

支
払
い
を
担
当
す
る
連
邦

貯
蓄
銀
行
（
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
）

は
、
申
し
込
み
用
の
サ
イ
ト

と
ア
プ
リ
を
７
日
に
開
設
。

８
日
ま
で
に
２
６
０
０
万
人

が
登
録
を
済
ま
せ
た
。
電
話

相
談
窓
口
に
も
３
３
０
万
回

の
着
信
が
あ
っ
た
。 

　

９
日
に
最
初
の
受
け
取

り
が
出
来
た
の
は
、
カ
ダ
ス

ト
ロ
・
ウ
ニ
コ
（
Ｃ
Ｕ
）
に

登
録
さ
れ
て
い
て
、
生
活
扶

助
（
ボ
ウ
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
、

Ｂ
Ｆ
）
を
受
け
取
っ
て
お
ら

ず
、
伯
国
銀
行
（
Ｂ
Ｂ
）
か

Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
に
口
座
を
持
っ

て
い
た
人
お
よ
そ
２
５
０
万

人
だ
。
最
初
の
二
つ
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
が
、
Ｂ
Ｂ

や
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
に
口
座
の
な

い
人
は
１
４
日
以
降
の
受
け

取
り
と
な
る
。 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
３
月
は
食
品
で
値

上
げ
が
目
立
っ
て
い
た
と
、

９
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。 

　

地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
が
９
日
に
発
表
し
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
３
月
は

食
品
価
格
が
前
月
比
で
１
・

１
３
％
上
昇
し
、２
月
の
０
・

１
１
％
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

　

値
上
げ
が
特
に
目
立
っ

た
の
は
、
２
０
・
３
９
％

値
上
が
り
し
た
ニ
ン
ジ

ン
を
筆
頭
に
、
玉
ね
ぎ

化
手
続
き
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
行
え
る
の
で
、
国
税
庁
に

む
や
み
に
詰
め
か
け
な
い
よ

う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
解
決

で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
直

接
出
向
く
よ
う
に
と
呼
び
か

け
て
い
る
。 

　

ま
た
、
利
用
者
を
騙
し
て
、

個
人
情
報
を
抜
き
取
ろ
う
と

す
る
偽
の
登
録
ア
プ
リ
も
数

多
く
出
回
っ
て
お
り
、
注
意

緊急援助金支払い開始
（１） ２０２０年第５４６６号  ４月 １０日 （金曜日）

６
０
０
レ
ア
ル
、
家
計
の
長

　

緊
急
援
助
金
は
、
１
回

ま
ま
埋
葬
を
行
っ
た
。 

　

と
こ
ろ
が
、
同
じ
日
に
コ

ロ
ナ
感
染
症
で
亡
く
な
っ
た

５
４
歳
の
男
性
の
遺
族
が
遺

体
の
取
り
違
え
に
気
づ
き
、

病
院
に
連
絡
。
女
性
の
遺
族

が
埋
葬
後
に
病
院
か
ら
の
電

話
を
受
け
、
男
性
の
遺
族
と

共
に
被
害
届
を
提
出
し
た
た

め
、
警
察
は
男
性
の
遺
体
を

掘
り
出
す
よ
う
命
じ
た
。 

　

女
性
の
遺
体
は
９
日
朝
、

改
め
て
埋
葬
さ
れ
た
が
、
病

院
側
は
、
遺
体
に
は
３
カ
所

に
判
別
用
の
シ
ー
ル
が
貼
っ
て

お
り
、
自
分
達
の
ミ
ス
で
は

な
い
と
釈
明
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
薬
は
依
然
、
安

全
面
に
疑
問
が
持
た
れ
て
い

る
上
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ク
ロ
ロ
キ
ン

の
輸
出
を
求
め
た
た
め
、
イ

ン
ド
が
輸
出
リ
ス
ト
か
ら
同

薬
を
外
し
た
と
の
報
道
が
あ

る
。
ま
た
、
７
日
に
は
、
米

国
疫
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
が
公
式
サ
イ
ト

か
ら
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ク
ロ
ロ
キ

ン
の
処
方
デ
ー
タ
を
削
除
し

て
話
題
に
な
っ
た
。

が
必
要
だ
。
本
物
の
ア
プ
リ

は
（C

A
IX
A
|A
u
xilio 

Em
ergencial

）だ
け
だ
。



タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

な
ど
の
医い

療
り
ょ
う

お
よ
び
社し

ゃ

会か
い

的て
き

支し

援え
ん

を
専せ

ん

門も
ん

と
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

が
果は

た
す
役や

く

割わ
り

は
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同お
な

じ
く
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
で
は
州

し
ゅ
う

都と

圏け
ん

お
よ
び
特と

く

に
マ
リ
ン
ガ

市し

、
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
・
ド
・

ス
ル
州し

ゅ
う
の
南

み
な
み

日に
っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

、
パ
ラ
ー
州し

ゅ
うベ
レ
ン
の
ア
マ

ゾ
ニ
ア
病

び
ょ
う

院い
ん

な
ど
が
同ど

う

様よ
う

の

役や
く

割わ
り

を
果は

た
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
団だ

ん

体た
い

は
、
一い

っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

患か
ん

者じ
ゃ

の
対た

い

応お
う

は
も
と
よ

り
、
日に

本ほ
ん

語ご

で
の
対た

い

応お
う

を
強

き
ょ
う

化か

す
る
な
ど
し
、
こ
の
緊き

ん

迫ぱ
く

し
た
時じ

期き

に
日に

っ

系け
い

人じ
ん

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

や
日に

本ほ
ん

人じ
ん

患か
ん

者じ
ゃ

に
対た

い

し
て
寄よ

り
添そ

っ
た
支し

援え
ん

を
提て

い

供き
ょ
うす
る

た
め
に
全ぜ

ん

力り
ょ
くで
取と

り
組く

ん
で

お
り
ま
す
。

　

本ほ
ん

年ね
ん

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る

に
至い

た

っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

で
は
、
こ
の

間か
ん

、
３
４
人に

ん

の
地ち

方ほ
う

理り

事じ

ら

を
通つ

う

じ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
全ぜ

ん

土ど

に
広ひ

ろ

が
る
５
０
０
か
ら
な
る

団だ
ん

体た
い

と
の
関か

ん

係け
い

を
構こ

う

築ち
く

す
る

と
と
も
に
、
相そ

う

互ご

の
理り

解か
い

を

深ふ
か

め
る
べ
く
連れ

ん

絡ら
く

の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
駆く

使し

し
連れ

ん

携け
い

強き
ょ
う

化か

に

向む

け
て
邁ま

い

進し
ん

い
た
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

、

北ほ
く

米べ
い

、
日に

本ほ
ん

な
ど
の
他た

国こ
く

の

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

と
も
強

き
ょ
う

固こ

な
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

を
築き

ず

き
、
維い

持じ

し
て
い

ま
す
。

　

文ぶ
ん

協き
ょ
うと
致い

た

し
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
培

つ
ち
か

っ
た
こ
れ
ら

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

と
の
連れ

ん

携け
い

を
密み

つ

に
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

は
も
と
よ
り
、
各か

く

ブ
ラ
ジ
ル

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

お
よ
び
会か

い

員い
ん

の
皆み

な

の
顧こ

客き
ゃ
くが
リ
オ
に
は
多お

お

か
っ
た

の
で
あ
る
。
彼か

れ

ら
は
コ
チ
ア

か
ら
仕し

入い

れ
た
良

り
ょ
う

質し
つ

の
バ
タ

タ
を
、
リ
オ
へ
送お

く

っ
て
売う

っ
て

い
た
の
だ
。
つ
ま
り
コ
チ
ア
が

リ
オ
で
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、

縄な
わ

張ば

り
荒あ

ら
し
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
上う

え

、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
に
は

質し
つ

の
劣お

と

る
も
の
し
か
売う

ら
な

い
。
そ
れ
で
怒い

か

り「
今い

ま

の
内う

ち

に
、

こ
の
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ス
の
組く

み

合あ
い

を

石
いし

川
かわ

レナト会
かい

長
ちょう

とラファエル・ペターセン新
しん

会
かい

長
ちょう

潰つ
ぶ

し
て
し
ま
お
う
」
と
し
た

の
で
あ
る
。

　

対た
い

し
て
、
コ
チ
ア
は
徹て

っ

底て
い

抗こ
う

戦せ
ん

を
決け

つ

議ぎ

。
組く

み

合あ
い

員い
ん

以い

外が
い

の
バ
タ
テ
イ
ロ
に
も
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
求も

と

め
、
仲な

か

買が
い

人に
ん

へ
の
販は

ん

売ば
い

を
停て

い

止し

し
た
。
す
る
と
仲な

か

買が
い

人に
ん

は

「
コ
チ
ア
は
バ
タ
タ
の
値ね

の
つ

り
上あ

げ
を
謀は

か
っ
て
い
る
」
と
新し

ん

聞ぶ
ん

に
書か

か
せ
た
。

　

コ
チ
ア
も
負ま

け
ず
と
「
仲な

か

買が
い

人に
ん

は
、
生せ

い

産さ
ん

者し
ゃ

と
消

し
ょ
う

費ひ

者し
ゃ

の
中

ち
ゅ
う

間か
ん

に
居お

っ
て
暴ぼ

う

利り

を
貪む

さ
ぼり
搾さ

く

取し
ゅ

し
て
い
る
。
我わ

れ

々わ
れ

は
直

ち
ょ
く

接せ
つ

消し
ょ
う

費ひ

者し
ゃ

へ
安や

す

い
値ね

段だ
ん

で
売う

る
と
い
う
趣し

ゅ

旨し

の
ビ
ラ
を
数す

う

千せ
ん

枚ま
い

、
市し

中ち
ゅ
うに
バ
ラ
撒ま

い
た
。

死し

中ち
ゅ
うに
活か

つ

を
…

　

こ
の
抗こ

う

争そ
う

に
つ
い
て
、
後こ

う

年ね
ん

、
下し

も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

は
「
あ
の
時と

き

は
死し

ぬ
か
生い

き
る
か
、
二ふ

た

つ

に
一ひ

と
つ
だ
と
思お

も
っ
た
」
と
述

じ
ゅ
っ
か
い懐

し
て
い
る
。

　

勝か

て
る
自じ

信し
ん

は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
１
９
２
９
年ね

ん

の
世せ

界か
い

恐き
ょ
う

慌こ
う

以い

来ら
い

、
組く

み

合あ
い

員い
ん

の
仲な

か

買が
い

人に
ん

へ
の
抜ぬ

け
売う

り
は
、
し

ば
し
ば
起お

こ
っ
て
い
た
。
今こ

ん

回か
い

は
、
そ
れ
が
雪な

だ
れ崩
現げ

ん

象し
ょ
うと
な

る
危き

険け
ん

が
あ
っ
た
の
だ
。
そ

石
いし

川
かわ

レナト会
かい

長
ちょう

う
な
れ
ば
組く

み

合あ
い

は
瓦が

解か
い

す
る
。

　

と
こ
ろ
が
今こ

ん

回か
い

は
、
組く

み

合あ
い

員い
ん

だ
け
で
な
く
組く

み

合あ
い

員い
ん

以い

外が
い

も
一い

っ

致ち

団だ
ん

結け
つ

し
て
く
れ
た
。

市し

場じ
ょ
うに
バ
タ
タ
は
一ひ

と

袋ふ
く
ろも
出で

な
か
っ
た
。
以い

前ぜ
ん

に
比ひ

較か
く

し

て
、
経け

い

済ざ
い

的て
き

な
余よ

裕ゆ
う

が
で
き

て
い
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
逆ぎ

ゃ
くに

仲な
か

買が
い

人に
ん

側が
わ

に
崩く

ず

れ
が
生し

ょ
うじ
た
。

そ
の
日ひ

稼か
せ

ぎ
の
カ
リ
ネ
イ
ロ

が
堪た

え
切き

れ
な
く
な
り
、
こ
っ

そ
り
買か

い
に
来く

る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
。

　

抗こ
う

争そ
う

は
一い

ち

週し
ゅ
う

間か
ん

続つ
づ

い
た

が
、
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

（
産さ

ん

組ぐ
み

奨し
ょ
う

励れ
い

局き
ょ
く）
が
コ
チ
ア
側が

わ

に
つ
い
た
こ

と
も
あ
り
、
大た

い

勢ぜ
い

は
決き

ま
っ

た
。
錦に

し
き
の
御み

旗は
た

が
翻

ひ
る
が
え

っ
た
の

だ
。
仲な

か

買が
い

人に
ん

は
最さ

い

初し
ょ

「
リ
オ

（１０）

□
コ
ロ
ナ
禍か

緊き
ん

急き
ゅ
う

日に
っ

誌し

□

（２）２０２０年 第５４６６	 ４月	１０日	（金曜日）

ン
パ
ウ
ロ
首し

ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

を
は
じ

め
、
憩い

こ
いの
園そ

の

役や
く

員い
ん

や
新し

ん

役や
く

員い
ん

の
家か

族ぞ
く

な
ど
１
０
０
人に

ん

近ち
か

く

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
就

し
ゅ
う

任に
ん

を
祝し

ゅ
くし
た
。

　

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

部ぶ

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た

ペ
タ
ー
セ
ン
さ
ん
は
ノ
ル
ウ
ェ

ー
系け

い

伯は
く

人じ
ん

で
、
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

で
は

３
人に

ん

目め

の
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

と
な
る
。

前ぜ
ん

年ね
ん

度ど

に
は
書し

ょ

記き

を
務つ

と

め
て

い
た
。
日に

本ほ
ん

祭ま
つ
りの
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
７
年ね

ん

間か
ん

経け
い

験け
ん

し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
仲な

か

間ま

か
ら
の
紹

し
ょ
う

介か
い

を

き
っ
か
け
に
３
年ね

ん

前ま
え

か
ら
文ぶ

ん

協き
ょ
う

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

の
活か

つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

し

始は
じ

め
た
。

　

石い
し

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
うは
演え

ん

説ぜ
つ

で
「
ル

ー
ツ
に
関か

ん

係け
い

な
く
、
多た

様よ
う

な

青せ
い

年ね
ん

が
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

を
愛あ

い

し
、

活か
つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

す
る
段だ

ん

階か
い

に
な

っ
た
事こ

と

の
証あ

か
し
で
す
」
と
ペ
タ

様さ
ま

、
ま
た
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

に
至い

た

る
全す

べ

て
の
人ひ

と

々び
と

の
保ほ

護ご

を
最さ

い

優ゆ
う

先せ
ん

さ
せ
た
取と

り
組く

み
を
、
引ひ

き

続つ
づ

き
率そ

っ

先せ
ん

し
て
実じ

っ

施し

し
て
い

く
所し

ょ

存ぞ
ん

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最さ
い

後ご

に
、
模も

範は
ん

的て
き

に
組そ

織し
き

さ
れ
て
、
各か

っ

国こ
く

か
ら
高た

か

い
評

ひ
ょ
う

価か

を
受う

け
注

ち
ゅ
う

目も
く

さ
れ
て
い
ま

し
た
世せ

界か
い

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
「
東と

う

京き
ょ
う２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
延え

ん

期き

が
先せ

ん

日じ
つ

発は
っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

皆み
な

さ
ま
既す

で

に
ご
存ぞ

ん

知じ

の
事こ

と

と

思お
も

い
ま
す
。

　

こ
の
「
東と

う

京き
ょ
う２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
、
競

き
ょ
う

技ぎ

者し
ゃ

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を

支さ
さ

え
る
企き

業ぎ
ょ
うや
応お

う

援え
ん

す
る
一い

っ

文ぶ
ん

協き
ょ
うの
全ぜ

ん

イ
ベ
ン
ト
と
４
つ
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
（
援え

ん

協き
ょ
う、
こ
ど

も
の
そ
の
、
希き

望ぼ
う

の
園そ

の

、
憩

い
こ
い

の
園そ

の

）
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
続つ

づ

け
て
い
く
方ほ

う

針し
ん

で
、
現げ

ん

在ざ
い

メ

ン
バ
ー
の
調

ち
ょ
う

整せ
い

を
行お

こ

な
っ
て
い

る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

（
青せ

い

年ね
ん

文ぶ
ん

協き
ょ
う、
松ま

つ

本も
と

ギ
リ
ェ
ル
メ
・
セ

イ
ゴ
部ぶ

長ち
ょ
う）
は
、
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル

貴き

賓ひ
ん

室し
つ

で
３
月が

つ

１
４
日か

、
新し

ん

部ぶ

長ち
ょ
うの
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ペ
タ
ー

セ
ン
さ
ん
（
２
５
）
と
新し

ん

役や
く

員い
ん

の
就

し
ゅ
う

任に
ん

式し
き

を
行

お
こ
な
っ
た
。

　

石い
し

川か
わ

レ
ナ
ト
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うや
楠

く
す
の
き

彰あ
き
ら

在ざ
い

サ

全ぜ
ん

伯ぱ
く

500
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
連れ

ん

携け
い

緊き
ん

密み
つ

化か

へ

重じ
ゅ
う

要よ
う

な
役や

く

割わ
り

果は

た
す
日に

っ

系け
い

医い

療り
ょ
う

・
福ふ

く

祉し

機き

関か
ん

コ
ロ
ナ
災さ

い

禍か 

連れ
ん

帯た
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
レ
ー
　（
４
）

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

　
会か

い

長ち
ょ
う

　
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト

新し
ん

部ぶ

長ち
ょ
う

に
非ひ

日に
っ

系け
い

ペ
タ
ー
セ
ン
さ
ん

就し
ゅ
う

任に
ん

式し
き

で
新し

ん

執し
っ

行こ
う

部ぶ

お
披ひ

露ろ

目め

　

ま
た
「
他た

団だ
ん

体た
い

の
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

と
よ
り
強つ

よ

く
提て

い

携け
い

し
、
各か

く

団だ
ん

体た
い

の
活か

っ

性せ
い

化か

に
向む

け
活か

つ

動ど
う

し

て
い
き
た
い
」
と
新し

ん

部ぶ

長ち
ょ
うと

し
て
の
活か

つ

動ど
う

目も
く

標ひ
ょ
うを
述の

べ
た
。

す
で
に
サ
ン
ト
ス
、
ブ
ラ
ガ
ン

サ
・
パ
ウ
リ
ス
タ
、
カ
ン
ピ
ー

ナ
ス
の
青せ

い

年ね
ん

団だ
ん

体た
い

と
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

体た
い

勢せ
い

に
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に

提て
い

携け
い

団だ
ん

体た
い

を
拡か

く

大だ
い

し
て
い
く

た
め
に
ニ
ー
ズ
調

ち
ょ
う

査さ

も
行

お
こ
な
っ
て

い
る
。

市し

場じ
ょ
うか
ら
手て

を
引ひ

い
て
く
れ
」

と
い
う
条

じ
ょ
う

件け
ん

付つ

き
で
和わ

解か
い

を

申も
う

し
入い

れ
た
が
、
コ
チ
ア
が

拒き
ょ

否ひ

す
る
と
敗は

い

北ぼ
く

を
認み

と

め
た
。

　

下し
も

元も
と

に
と
っ
て
は
、
死し

中ち
ゅ
うに

活か
つ

を
掴つ

か

ん
だ
様よ

う

な
も
の
で
あ
っ

た
。

　
し
か
も
、
こ
の
危き

機き

は
チ
ャ

ン
ス
に
変か

わ
っ
た
。

　

抗こ
う

争そ
う

勝し
ょ
う

利り

が
コ
チ
ア
の
急

き
ゅ
う

成せ
い

長ち
ょ
うへ
の
起き

爆ば
く

剤ざ
い

と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

抗こ
う

争そ
う

と
い
っ
て
も
、
小ち

い

さ
な

青あ
お

空ぞ
ら

市い
ち

場ば

で
の
そ
れ
に
過す

ぎ

な
か
っ
た
が
、
こ
の
国く

に

の
邦ほ

う

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

に
は
、
何な

ん

倍ば
い

も
の
イ
メ

ー
ジ
で
響ひ

び

き
渡わ

た

っ
た
。
当と

う

時じ

の
邦ほ

う

人じ
ん

は
殆ほ

と
ん
ど
が
農の

う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

で

あ
り
、
常つ

ね

に
仲な

か

買が
い

人に
ん

に
利り

を

事ご
と

に
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。

　

彼か
れ

ら
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
起お

こ

し
た
理り

由ゆ
う

は
―
―
。

　

そ
の
頃こ

ろ

、
コ
チ
ア
は
リ
オ

に
も
市し

場じ
ょ
うを
広ひ

ろ

げ
る
た
め
、

上じ
ょ
う

質し
つ

の
バ
タ
タ
を
送お

く

っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
に
ピ
ニ
ェ
イ
ロ

ス
の
仲な

か

買が
い

人に
ん

に
は
、
品ひ

ん

質し
つ

の

劣お
と

る
モ
ノ
し
か
販は

ん

売ば
い

で
き
な

く
な
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
仲な

か

買が
い

人に
ん

　

１
９
３
４
年ね

ん

の
暮く

れ
近ち

か

く
、
ま
た
も
危き

機き

が
襲お

そ
っ
た
。

１
１
月が

つ

、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
の
市い

ち

場ば

で
、
仲な

か

買が
い

人に
ん

が
コ
チ
ア
の

バ
タ
タ
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
始は

じ

め
た
の
で
あ
る
。
カ
リ
ネ
イ

ロ
（
手て

押お

し
車ぐ

る
ま
で
売う

り
歩あ

る

く

小し
ょ
う

商し
ょ
う

人に
ん

）
ま
で
引ひ

き
込こ

ん

で
、
こ
の
挙き

ょ

に
出で

た
。
コ
チ

ア
側が

わ

は
虚き

ょ

を
つ
か
れ
た
。
丁

ち
ょ
う

度ど

、
出し

ゅ
っ
か荷
の
最さ

い

盛せ
い

期き

で
、
大お

お

ー
セ
ン
さ
ん
の
就

し
ゅ
う

任に
ん

を
評ひ

ょ
う
し
、

「
今こ

ん

後ご

は
彼か

れ

ら
の
よ
う
な
青せ

い

年ね
ん

が
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
活か

っ

性せ
い

化か

の

役や
く

割わ
り

を
担に

な
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
」
と
新し

ん

時じ

代だ
い

へ
の
喜よ

ろ
こ
び
と

期き

待た
い

を
述の

べ
た
。

　

ペ
タ
ー
セ
ン
新し

ん

部ぶ

長ち
ょ
うは
、

　

他ほ
か

役や
く

員い
ん

は
以い

下か

の
通と

お

り
。

第だ
い

１
副ふ

く

部ぶ

長ち
ょ
う

＝
グ
ラ
ジ
エ

ラ
・
タ
マ
ナ
ハ
、
第だ

い

２
副ふ

く

部ぶ

長ち
ょ
う

＝
ジ
オ
バ
ー
ニ
・
フ
ェ
ル

ナ
ン
デ
ス
、
書し

ょ

記き

長ち
ょ
う

＝
チ
エ

ミ
・
カ
ワ
カ
ミ
、
第だ

い

１
会か

い

計け
い

＝
パ
ウ
ロ
・
ト
コ
バ
ロ
、
第だ

い

２

会か
い

計け
い

＝
ギ
ル
ヘ
ル
ム
・
カ
ナ
シ

ロ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
＝
ジ
ュ
リ
ア・
オ
オ
ツ
カ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＝
チ

般ぱ
ん

の
人ひ

と

々び
と

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
得え

て
、

２
０
２
１
年ね

ん

の
開か

い

催さ
い

を
実じ

つ

現げ
ん

し
、
成せ

い

功こ
う

さ
せ
る
こ
と
は
大お

お

き
な
意い

味み

を
持も

つ
と
考か

ん
が
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
成せ

い

功こ
う

は
、
人じ

ん

類る
い

が
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
の
危き

機き

的て
き

状じ
ょ
う

況き
ょ
うを
克こ

く

服ふ
く

し
、
２
１
世せ

い

紀き

の
調

ち
ょ
う

和わ

の
と

れ
た
発は

っ

展て
ん
へ
の
道み

ち

を
た
ど
っ
た

こ
と
を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うす
る
大た

い

会か
い

と
な

る
に
違ち

が

い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開か

い

催さ
い

を
目も

く

標
ひ
ょ
う

に
、
今い

ま

こ
そ
全ぜ

ん

人じ
ん

類る
い

が
一い

ち

丸が
ん

と
な
り
、
一つ

い
た
ち日
も
早は

や

い
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終

し
ゅ
う

息そ
く

に
向む

か
っ
て
邁ま

い

進し
ん

し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

盗ぬ
す

ま
れ
て
い
る
と
い
う
被ひ

害が
い

意い

識し
き

が
強つ

よ

く
あ
っ
た
。

　

そ
の
仲な

か

買が
い

人に
ん

と
闘

た
た
か

っ
て
、

見み

事ご
と

に
勝か

っ
た
―
―
と
い
う

の
で
人に

ん

気き

が
沸ふ

っ

騰と
う

、
コ
チ
ア

へ
の
加か

入に
ゅ
う

者し
ゃ

が
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

し
た

の
だ
。
組く

み

合あ
い

員い
ん

は
事じ

件け
ん

の
前ぜ

ん

年ね
ん

の
１
９
３
３
年ね

ん

は
３
７
０

人に
ん

だ
っ
た
が
、
１
９
３
５
年ね

ん

９
３
０
人に

ん

、
１
９
３
７
年ね

ん

に

は
１
千せ

ん

人に
ん

を
超こ

し
た
。
事じ

業
ぎ
ょ
う

量り
ょ
うも
同お

な

じ
勢い

き
お
い
で
伸の

び
た
。

下し
も

元も
と

の
名な

も
広ひ

ろ

く
知し

ら
れ
た
。

　

運う
ん

勢せ
い

の
下さ

げ
潮し

お

は
５
年ね

ん

で

止と

ま
り
、
Ｖ
字じ

形が
た

を
描え

が

い
て

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うし
始は

じ

め
た
。
こ
の
時じ

期き

、
こ
の
男お

と
こは
傑け

つ

物ぶ
つ
へ
脱だ

っ

皮ぴ

し

て
行い

く
。　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

延
えん

々
えん

と広
ひろ

がるバタタ（じゃがいも）畑
ばたけ

（Photo: user: NVO/CC BY-SA）

ブラジル日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

福
ふく

祉
し

協
きょう

会
かい

の前
ぜん

景
けい

し
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
現げ

ん

在ざ
い

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
見み

れ
ば

そ
う
思お

も

わ
ざ
る
を
え
な
い
の

だ
が
、
こ
こ
に
き
て
、
外が

い

国こ
く

の
メ
デ
ィ
ア
も
そ
の
よ
う
に
捉と

ら

え
始は

じ

め
、
伯は

く

国こ
く

政せ
い

府ふ

の
真し

ん

相そ
う

を
暴あ

ば

き
に
来き

は
じ
め
て
い
る

段だ
ん

階か
い

に
入は

い
っ
て
い
る
か
ら
厄や

っ

介か
い

だ
。

　

そ
れ
は
イ
タ
リ
ア
の
大お

お

手て

新し
ん

聞ぶ
ん

「
ラ
・
レ
プ
ッ
ブ
リ
カ
」

紙し

４
日か

付づ
け

が
、
現げ

ん

在ざ
い

の
伯は

く

国こ
く

の
政せ

い

治じ

に
関か

ん

し
て
、「
軍ぐ

ん

人じ
ん

と
ま
で
報ほ

う

じ
た
の
だ
。

　

こ
の
前ぜ

ん

日じ
つ

の
３
日か

に
は
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
ホ
ラ
シ
オ
・
ヴ
ェ
ル
ビ

ツ
キ
ウ
ジ
が
ラ
ジ
オ
番ば

ん

組ぐ
み

の

中な
か

で
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
軍ぐ

ん

人じ
ん

が
伯は

く

国こ
く

の
軍ぐ

ん

部ぶ

か
ら
聞き

い

た
話は

な
し
」
と
し
て
、
ほ
ぼ
同お

な

じ

内な
い

容よ
う

の
こ
と
を
話は

な

し
て
お
り
、

そ
れ
を
ラ
・
レ
プ
ッ
ブ
リ
カ

紙し

が
再さ

い

確か
く

認に
ん

し
た
形か

た
ち
と
な
っ

た
。
こ
の
イ
タ
リ
ア
で
の
報ほ

う

道ど
う

っ
た
と
い
う
の
だ
。

　

こ
の
件け

ん

が
起お

こ
っ
た
直

ち
ょ
く

後ご

か
ら
、
ネ
ッ
ト
界か

い

隈わ
い

で
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏し

に
は
「R

ain
h

a 
L

o
u

ca

（
狂く

る

っ
た
女じ

ょ

王お
う

）」

と
い
う
あ
だ
名な

が
つ
き
、
そ

の
言こ

と

葉ば

は
６
日か

と
７
日か

に
ツ

イ
ッ
タ
ー
・
ト
レ
ン
ド
の
上

じ
ょ
う

位い

に
ラ
ン
ク
し
た
。

　

そ
も
そ
も
「
狂く

る
っ
た
女じ

ょ

王お
う

」

と
は
、
１
８
世せ

い

紀き

末す
え

か
ら

１
９
世せ

い

紀き

初し
ょ

頭と
う

の
ポ
ル
ト
ガ

ル
女じ

ょ

王お
う

、
マ
リ
ア
１
世せ

い

に
つ

け
ら
れ
た
あ
だ
名な

だ
。
こ
の

時じ

代だ
い

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王お

う

朝ち
ょ
うは
、

フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
侵し

ん

攻こ
う

を
恐お

そ

れ
、
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

だ
っ
た
ブ

ラ
ジ
ル
に
王お

う

室し
つ

を
移う

つ

す
な
ど
、

歴れ
き

史し

的て
き

な
激げ

き

変へ
ん

期き

に
置お

か
れ

て
い
た
。

　

そ
の
当と

う

時じ

、
マ
リ
ア
１
世せ

い

は
精せ

い

神し
ん

を
病や

ん
で
い
た
の
で

政せ
い

治じ

的て
き

判は
ん

断だ
ん

が
で
き
ず
、
実じ

っ

質し
つ

、
息む

す

子こ

ら
が
政せ

い

治じ

的て
き

実じ
っ

権け
ん

を
握に

ぎ
っ
て
い
た
と
い
う
歴れ

き

史し

的て
き

事じ

実じ
つ

に
ち
な
ん
で
い
る
。

　

そ
の
あ
だ
名な

が
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
に
関か

ん

連れ
ん

付づ

け
ら
れ
た
キ
ッ

カ
ケ
と
し
て
は
、
昨さ

く

年ね
ん

、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自じ

分ぶ
ん

が
考か

ん
が
え
た
法ほ

う

案あ
ん

が
な
か
な
か
通と

お

ら
な
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う

に
あ
っ
た
時と

き

、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

が
「
英え

い

国こ
く

女じ
ょ

王お
う

み
た
い
な
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
う

職し
ょ
くの
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
ご
め
ん
だ
」

と
発は

つ

言げ
ん

し
、
そ
れ
が
笑わ

ら

い
話

ば
な
し

く
は
な
さ
そ
う
だ
。
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏し

に
は
次じ

男な
ん

カ
ル
ロ
ス

氏し

を
筆ひ

っ

頭と
う

と
し
た
ネ
ッ
ト
の

「
嫌け

ん

悪お

部ぶ

隊た
い

」
が
い
て
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
批ひ

判は
ん

さ
れ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
す
ぐ
さ
ま
批ひ

判は
ん

し

た
相あ

い

手て

を
倍ば

い

返が
え

し
で
反は

ん

撃げ
き

す

る
シ
ス
テ
ム
が
出で

来き

上あ

が
っ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

自じ

身し
ん

も
、
ど
ん
な
に
批ひ

判は
ん

を
受う

け
よ
う
が
政せ

い

見け
ん

放ほ
う

送そ
う

や
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

令れ
い

を
連れ

ん

発ぱ
つ

し
て
、
た
と
え

不ふ

発は
つ

で
も
絶ぜ

っ

対た
い

に
自じ

分ぶ
ん

の
考

か
ん
が

え
を
曲ま

げ
よ
う
と
せ
ず
、
そ

れ
が
ゆ
え
に
自じ

身し
ん

も
信し

ん

者じ
ゃ

も

脱だ
っ

線せ
ん

し
、
主し

ゅ

張ち
ょ
うが
ど
ん
ど
ん

世よ

の
常

じ
ょ
う

識し
き

か
ら
か
け
離は

な

れ
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
い
う
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うは
果は

た
し

て
ど
こ
ま
で
続つ

づ

く
の
か
。
ま

た
、
仮か

り

に
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
思お

も

う
ま

ま
隔か

く

離り

政せ
い

策さ
く

が
終お

わ
ら
さ

れ
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
が
コ
ロ
ナ
治ち

療り
ょ
う

薬や
く

と
し
て
当あ

た
り
前ま

え

に
使つ

か

わ
れ
始は

じ

め
た
と
し
た
ら
…
。

想そ
う

像ぞ
う

し
た
く
な
い
。　
（
陽よ

う

）

は
複ふ

く

数す
う

の
言げ

ん

語ご

に
翻ほ

ん

訳や
く

さ
れ
、

大お
お

き
く
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
て
い
る
。

　

い
み
じ
く
も
６
日か

、
こ
う

し
た
報ほ

う

道ど
う

を
裏う

ら

付づ

け
る
よ
う

な
こ
と
が
実じ

っ

際さ
い

に
起お

こ
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
国こ

く

民み
ん

の
支し

持じ

率り
つ

７
６
％
と
大だ

い

人に
ん

気き

の
保ほ

健け
ん

相し
ょ
うを
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

が
妬ね

た

み
か
ら
無む

理り

矢や

理り

に
解か

い

任に
ん

さ

せ
よ
う
と
し
た
際さ

い

、
そ
れ
を

思お
も

い
と
ど
ま
る
よ
う
説せ

っ

得と
く

し

た
の
が
ブ
ラ
ガ
・
ネ
ッ
ト
氏し

だ

樹  

海

「
狂く

る

っ
た
女じ

ょ

王お
う

」
と
呼よ

ば
れ
始は

じ

め
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

　
「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
言げ

ん

動ど
う

が
お
か
し
い
」。
そ
れ
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うが
ひ

ど
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
と

り
つ
か
れ
た
よ
う
に
持じ

論ろ
ん

に

し
が
み
つ
く
ば
か
り
で
、「
感か

ん

染せ
ん

し
た
く
な
い
」
と
い
う
国こ

く

民み
ん

の
気き

持も

ち
か
ら
離は

な

れ
、
コ

ロ
ナ
に
関か

ん

す
る
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
常

じ
ょ
う

識し
き

か
ら
も
完か

ん

全ぜ
ん

に
逸い

つ

脱だ
つ

し
て

じ
ゅ
　
　
か
い

的て
き

に
大た

い

衆し
ゅ
う

受う

け
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

　

最さ
い

近き
ん

、
出で

回ま
わ

っ
て
い
る

「
狂く

る

っ
た
女じ

ょ

王お
う

」
の
ネ
ッ
ト
状

じ
ょ
う

の
ミ
ー
ム（
冗

じ
ょ
う

談だ
ん

画が

像ぞ
う

）で
も
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

と
エ
リ
ザ
ベ
ス

女じ
ょ

王お
う

の
合ご

う

成せ
い

写し
ゃ

真し
ん

が
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に

使つ
か

わ
れ
て
い
る
。

　

軍ぐ
ん

人じ
ん

閣か
く

僚り
ょ
うは
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏し

を
女じ

ょ

王お
う

の
よ
う
な
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
う

職し
ょ
くに
と
ど
ま
ら
せ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
現げ

ん

実じ
つ

は
そ
う
甘あ

ま

ボウソナロ大
だい

統
とう

領
りょう

の風
ふう

刺
し

画
が

像
ぞう

（twitter）
閣か

く

僚り
ょ
うた
ち
が
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
決け

っ

定て
い

を
下く

だ

さ
せ
な
い
よ
う

に
し
始は

じ

め
て
い

る
」
と
報ほ

う

じ
、

さ
ら
に
「
現げ

ん

在ざ
い

の
実じ

っ

質し
つ

的て
き

な
伯は

く

国こ
く

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う
は
バ
ル

テ
ル
・
ブ
ラ

ガ
・
ネ
ッ
ト

官か
ん

房ぼ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

だ
」

も
い
な
い
。
何な

ん

の
要よ

う

件け
ん

で
も
い

い
で
の
、
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

「
３
」
ま

で
連れ

ん

絡ら
く

を
。

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
郵ゆ

う

便び
ん

公こ
う

社し
ゃ

は
３

月が
つ

１
７
日に

ち

か
ら
、
日に

本ほ
ん

を
含ふ

く

む
一い

ち

部ぶ

の
国く

に
へ
の
国こ

く

際さ
い

郵ゆ
う

便び
ん

の

取と

り
扱あ

つ
かい
を
停て

い

止し

し
て
い
る
。

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世せ

界か
い

的て
き

流り
ゅ
う

行こ
う

に
よ
り
、
多お

お

く
の

航こ
う

空く
う

機き

が
大お

お

幅は
ば

に
減げ

ん

便び
ん

・
運う

ん

休き
ゅ
うに
な
っ
た
た
め
輸ゆ

送そ
う

ル
ー

ト
が
絶た

た
れ
て
お
り
、
郵ゆ

う

便び
ん

配は
い

達た
つ

の
た
め
の
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

数す
う

を

減へ

ら
し
て
い
る
た
め
取と

り
扱

あ
つ
か

い
が
困こ

ん

難な
ん

に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
主お

も

な
受う

け

付つ
け

停て
い

止し

国こ
く

は
日に

本ほ
ん

を
含ふ

く

む
、
ア
メ
リ
カ
合が

っ

衆
し
ゅ
う

国こ
く

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ

ナ
ダ
・
中

ち
ゅ
う

国ご
く

・
香ほ

ん
こ
ん港
・
イ
ン

ド
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
チ
リ
・

ペ
ル
ー
・
南み

な
み
ア
フ
リ
カ
な
ど
。

国こ
く

際さ
い

郵ゆ
う

便び
ん

の
受う

け

付つ
け

が
停て

い

止し

さ

れ
た
国く

に

宛あ
て

の
郵ゆ

う

便び
ん

物ぶ
つ

が
出だ

さ

れ
た
場ば

合あ
い

は
、
郵ゆ

う

便び
ん

物ぶ
つ

が
差さ

し

出だ
し

人に
ん

に
返か

え

さ
れ
る
場ば

合あ
い

が
あ

る
と
い
う
。

を
何な

に

よ
り
も
最さ

い

重じ
ゅ
う

要よ
う

事じ

項こ
う

と

し
、
再さ

い

検け
ん

討と
う

し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
文ぶ

ん

協き
ょ
うは
現げ

ん

在ざ
い

、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

防ぼ
う

止し

対た
い

策さ
く

だ
け
で
な
く
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
制せ

い

作さ
く

し
た
個こ

人じ
ん

の
衛え

い

生せ
い

状じ
ょ
う

態た
い

向こ
う

上じ
ょ
うを
指し

南な
ん

し
た
動ど

う

画が

を
、
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
掲け

い

載さ
い

し
、
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

の
啓け

い

蒙も
う

に
も
取と

り
組く

ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我わ

れ

々わ
れ

全す
べ

て
の
ブ
ラ

ジ
ル
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

は
、
ブ
ラ
ジ

ル
政せ

い

府ふ

当と
う

局き
ょ
くが
指し

示じ

す
る
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症
し
ょ
う

拡か
く

散さ
ん

防ぼ
う

止し

措そ

置ち

を
遵

じ
ゅ
ん

守し
ゅ

す
る

こ
と
で
一い

っ

致ち

し
て
い
る
こ
と
を

お
伝つ

た

え
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
中な

か

で
も
特と

く

に
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
に
お
い
て
は
州

し
ゅ
う

都と

圏け
ん

に
あ

る
特と

く

別べ
つ

養よ
う

護ご

老ろ
う

人じ
ん

ホ
ー
ム
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

、
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

、
サ
ン

青
せい

年
ねん

文
ぶん

協
きょう

　

そ
の
た
め
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

州し
ゅ
う・
市し

当と
う

局き
ょ
くの
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
拡か

く

散さ
ん

防ぼ
う

止し

指し

示じ

に

従し
た
がい
、
文ぶ

ん

協き
ょ
うは
い
ち
早は

や

く
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

を
在ざ

い

宅た
く

勤き
ん

務む

に
切き

り
替か

え
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

、
お
よ
び
日に

本ほ
ん

館か
ん

の
一い

ち

時じ

閉へ
い

鎖さ

を
含ふ

く

む
事じ

業ぎ
ょ
う

体た
い

の
活か

つ

動ど
う

を
休

き
ゅ
う

止し

し
、
こ
れ
ま
で
行

お
こ
な

っ
て
き
た
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
イ
ベ
ン
ト

の
延え

ん

期き

や
中

ち
ゅ
う

止し

の
決け

つ

断だ
ん

を
下く

だ

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今こ

ん

後ご

３
カ
月げ

っ

間か
ん

で

予よ

定て
い

さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の

開か
い

催さ
い

に
つ
い
て
も
、
文ぶ

ん

協き
ょ
うへ
の

訪ほ
う

問も
ん

者し
ゃ

の
感か

ん

染せ
ん

リ
ス
ク
軽け

い

減げ
ん

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ

ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
―
１
９
）
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
新あ

ら

た
な
課か

題だ
い

に
人じ

ん

類る
い

が
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
て
い
る

こ
の
時じ

期き

に
お
い
て
、
ニ
ッ
ケ

イ
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

に
よ
る
「
連れ

ん

帯た
い

メ

ッ
セ
ー
ジ
リ
レ
ー
」
の
呼よ

び

か
け
、
お
よ
び
、
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
で
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

無む

償し
ょ
う

提て
い

供き
ょ
うの

決け
っ

定て
い

は
、
我わ

れ

々わ
れ

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に

と
っ
て
大た

い

変へ
ん

心こ
こ
ろ

強づ
よ

い
も
の
で

あ
る
と
、
心こ

こ
ろ
か
ら
の
感か

ん

謝し
ゃ

と

支し

持じ

を
表

ひ
ょ
う

明め
い

致い
た

し
ま
す
。

　

我わ
れ

々わ
れ

文ぶ
ん

協き
ょ
うは
、
ブ
ラ
ジ
ル

社し
ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

は
も
と
よ
り
、
各か

く

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

お
よ
び

会か
い

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

、

ま
た
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

に
至い

た

る
全す

べ

て
の

人ひ
と

々び
と

を
保ほ

護ご

し
、
連れ

ん

携け
い

し
て

い
く
責せ

き

任に
ん

が
あ

る
と
認に

ん

識し
き

し
て

お
り
ま
す
。

　
１
０
日か

（
金き

ん

）
がP

ai-
xão de Cristo

（
キ
リ
ス

ト
受じ

ゅ

難な
ん

日び

）
の
祝

し
ゅ
く

日じ
つ

な
の
で
、

編へ
ん

集し
ゅ
う

部ぶ

も
休や

す

み
。
そ
の
た
め

翌よ
く

１
１
日に

ち

（
土ど

）
付づ

け

の
新し

ん

聞ぶ
ん

は
休

き
ゅ
う

刊か
ん

と
な
る
。
次つ

ぎ

の
発は

っ

刊か
ん

は
１
４
日か

（
火か

）
付づ

け

と
な
る

の
で
、
ご
注

ち
ゅ
う

意い

を
。

　
　
　
　
　

◎

　
「
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

に
電で

ん

話わ

し
て
も

つ
な
が
ら
な
い
」
と
い
う
声こ

え

を
聞き

い
た
。
本ほ

ん

紙し

代だ
い

表ひ
ょ
う

電で
ん

話わ

（
１
１
・
３
３
４
０
・
６
０ 

６
０
）
の
後あ

と

、
Ｒ
ａ
ｍ
ａ

ｌ
（
内な

い

線せ
ん

）
３
を
押お

す
と
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

に
直

ち
ょ
く

接せ
つ

つ
な
が
る
。
現げ

ん

在ざ
い

は
テ
レ
フ
ォ
ニ
ス
タ
、
購こ

う

読ど
く

部ぶ

、
会か

い

計け
い

部ぶ

な
ど
が
自じ

宅た
く

勤き
ん

務む

に
な
っ
て
い
る
関か

ん

係け
い

で
、
他ほ

か

の
内な

い

線せ
ん

番ば
ん

号ご
う

を
押お

し
て
も
誰だ

れ

ア
ゴ
・
カ
ラ
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
、
人じ

ん

事じ

部ぶ

長ち
ょ
う

＝
マ
ル
セ
ル
・
ク
マ

タ



「
大
統
領
辞
め
る
べ
き
」
は
３
７
％

ボウソナロ大統領（右・Isac Nobrega/PR） 

（３） ２０２０年第５４６６号 	 ４月	１０日	（金曜日）
　

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が
５
日
、

世
論
調
査
ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー

リ
ャ
に
お
い
て
、
５
９
％
の

伯
人
が
、「
ジ
ャ
イ
ー
ル
・

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
辞
任

す
べ
き
で
な
い
」
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
報

じ
た
。

　

調
査
は
４
月
１
か
ら
３
日

に
か
け
て
、
１
５
１
１
人
を

対
象
に
電
話
ア
ン
ケ
ー
ト
の

形
で
行
わ
れ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
新
型
コ

世論調査

い
」
が
５
９
％
、「
分
か
ら

な
い
」
が
４
％
だ
っ
た
。

　

法
定
最
低
賃
金
の
５
～
１ 

０
倍
の
月
収
層
で
は
６
９
％

が
辞
任
に
反
対
し
て
お
り
、

法
定
最
低
賃
金
の
２
～
５
倍

の
月
収
層
で
も
、
６
４
％
が

辞
任
に
反
対
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
男
女
別
で
は
、
男

性
は
６
５
％
、
女
性
で
は

５
３
％
が
辞
任
す
べ
き
で
は

な
い
と
答
え
て
い
る
。

　

一
方
、
若
者
は
４
４
％

ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
と
兄
、
１
億
７
千
万
円
で
保
釈

パ
ラ
グ
ア
イ
出
国
は
禁
じ
ら
れ
る

接
触
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

呼
吸
困
難
が
強
ま
り
、
３

月
３
０
日
に
救
急
外
来
に
連

れ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
病
院

に
転
送
さ
れ
、
亡
く
な
る
ま

で
入
院
。
３
日
に
コ
ロ
ナ
感

染
を
調
べ
る
検
査
を
受
け
た

が
、
心
停
止
を
３
回
起
こ
し

て
死
亡
。
血
の
よ
う
な
分
泌

物
も
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　

女
児
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

て
い
た
事
が
判
明
後
、
一
家

（
両
親
と
姉
２
人
）
は
地
域

住
民
の
態
度
の
変
化
に
直
面

し
た
。
皆
が
家
族
を
、
化
け

が
辞
任
に
賛
成
で
、
女
性
の

４
２
％
、
学
歴
が
義
務
教
育

ま
で
の
人
々
の
４
０
％
、
法

定
最
低
賃
金
の
１
０
倍
以
上

の
月
収
層
の
３
９
％
も
辞
任

に
賛
成
だ
っ
た
が
、
ど
の
性

別
、
ど
の
学
歴
、
ど
の
収
入

層
に
限
定
し
た
場
合
で
も
、

半
数
以
上
が
辞
任
に
賛
成
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

地
域
別
に
見
る
と
、
辞
任

に
賛
成
し
た
割
合
が
最
も
低

い
の
は
南
部
の
２
８
％
で
、

北
部
・
中
西
部
の
３
０
％
、

南
東
部
の
３
７
％
が
続
い

た
。
辞
任
す
べ
き
と
の
割
合

が
最
も
高
か
っ
た
北
東
部
で

も
、
辞
任
す
べ
き
は
４
７
％

だ
っ
た
。

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
は
大

「
今
は
協
力
す
べ
き
時
」
と
業
界
代
表

Ｉ
Ｔ
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
在
宅
勤
務

《リオ州》

「
辞
め
る
べ
き
で
は
な
い
」
が
５
９
％
で
根
強
い
支
持

で
診
察
を
受
け
た
後
、
抗
ア

レ
ル
ギ
ー
剤
と
ビ
タ
ミ
ン
剤

を
処
方
さ
れ
て
帰
宅
し
た
。

こ
の
時
点
で
は
、
両
親
も
医

者
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
は
疑
っ

て
い
な
か
っ
た
。

　

フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
市
の
ア

ル
ベ
ル
ト
小
児
病
院
で
持
病

の
定
期
的
な
診
察
を
受
け
た

の
は
、
３
月
１
１
日
の
午
後

だ
っ
た
。
屋
外
に
い
る
の
を

避
け
る
た
め
、
母
親
は
診
察

時
間
ま
で
知
人
の
家
で
過
ご

し
て
か
ら
病
院
に
向
か
っ
た

が
、
病
院
に
は
別
の
患
者
は

皆
無
で
、
見
知
ら
ぬ
人
と
の

住
だ
っ
た
生
後
３
カ
月
の
女

児
で
、
３
日
に
気
管
支
肺
炎

で
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
女
児

は
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
バ
ー

タ
ー
症
候
群
と
呼
ば
れ
る
腎

臓
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

　

女
児
は
３
月
５
日
に
風
邪

の
症
状
を
呈
し
、
救
急
外
来

院
だ
。
二
つ
目
は
、
１
５

日
に
ア
ニ
ェ
ン
ビ
ー
複
合
施

設
で
開
業
す
る
軽
症
者
用

１
８
０
０
床
を
備
え
た
も
の

だ
。

　

ド
リ
ア
知
事
は
「
三
つ
の

病
院
全
て
を
含
め
る
と
、
聖

市
内
で
は
、
軽
症
者
用
ベ
ッ

ド
が
２
２
４
０
床
追
加
さ
れ

る
。
市
内
の
医
療
機
関
か
ら

の
軽
症
者
が
こ
れ
ら
３
カ
所

の
臨
時
病
院
に
運
ば
れ
て
く

れ
ば
、
既
存
の
医
療
機
関
の

重
症
者
対
応
ベ
ッ
ド
数
を
増

や
す
こ
と
が
出
来
る
」
と

語
っ
た
。

　

聖
州
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
緊
急
対
応
セ
ン
タ
ー
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
感

染
症
専
門
医
の
ダ
ヴ
ィ
・
ウ

イ
ッ
ピ
氏
は
、「
市
は
、
外

出
自
粛
令
を
出
し
、
平
均
的

な
人
と
人
と
の
距
離
を
普
段

よ
り
５
４
％
広
く
と
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
７
０
％
ま
で

引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
病
床
数
は
充
分
足
り
る

　

パ
ラ
グ
ア
イ
司
法
当
局
は

７
日
、
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト
使

用
容
疑
で
、
３
月
６
日
か

ら
１
カ
月
以
上
同
国
の
刑
務

所
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
サ
ッ

カ
ー
元
伯
国
代
表
ロ
ナ
ウ

ジ
ー
ニ
ョ
容
疑
者
と
同
容
疑

者
の
兄
、
ア
シ
ス
・
モ
レ
イ

ラ
容
疑
者
の
保
釈
を
認
め

た
。 

　

２
人
は
１
６
０
万
ド
ル

（
約
１
億
７
４
０
０
万
円
）

の
保
釈
金
を
支
払
っ
た
。
刑

務
所
内
で
の
拘
束
を
解
か
れ

た
２
人
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の

首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
あ
る

ホ
テ
ル
に
滞
在
す
る
が
、
パ

統
領
の
統
治
能
力
に
つ
い
て

も
質
問
し
た
。

　

統
治
能
力
が
あ
る
（
国
を

統
治
で
き
る
条
件
を
持
っ
て

い
る
）
と
し
た
人
は
５
２
％

で
、
統
治
能
力
が
な
い
と
し

た
人
は
４
４
％
、
分
か
ら
な

い
が
４
％
だ
っ
た
。
統
治
能

力
が
あ
る
と
し
た
人
々
の
割

合
を
地
域
別
に
見
る
と
、
南

部
６
２
％
、
北
部
・
中
西
部

６
０
％
、
南
東
部
４
９
％
、

北
東
部
が
４
７
％
だ
っ
た
。

　

学
生
の
間
で
は
、
統
治
能

力
な
し
と
の
回
答
が
５
７
％

あ
り
、企
業
家
の
間
で
は「
統

治
能
力
あ
り
」
が
６
５
％

だ
っ
た
。
富
裕
層
で
は
統
治

能
力
あ
り
、
な
し
が
拮
抗
し

て
お
り
、
高
齢
者
の
間
で
は

ロナウジーニョ容疑者（中央）と、アシス容疑者（右）
（パラグアイ検察）

対
円
で
も
２
３
・
９
％
値
下
が
り 

レ
ア
ル
の
対
ド
ル
下
落
止
ま
ら
ず 

ラ
グ
ア
イ
か
ら
の
出
国
は
禁

じ
ら
れ
て
い
る
。

　

裁
判
官
の
グ
ス
タ
ヴ
ォ
・

ア
マ
リ
ラ
氏
に
よ
る
と
、
ホ

テ
ル
側
の
責
任
者
は
、
２
人

が
保
釈
期
間
中
に
滞
在
す
る

こ
と
を
了
承
し
た
。

　

パ
ラ
グ
ア
イ
紙
Ａ
Ｂ
Ｃ 

Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
は
、「
ロ
ナ
ウ

ジ
ー
ニ
ョ
容
疑
者
と
ア
シ
ス

容
疑
者
は
別
々
の
部
屋
に
滞

在
す
る
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
容
疑
者

と
ア
シ
ス
容
疑
者
が
逮
捕
拘

束
さ
れ
た
時
、
同
時
に
他
の

３
人
の
容
疑
者
も
逮
捕
さ
れ

た
。
そ
の
中
に
は
、
２
人
に

偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト
を
渡
し
た

と
さ
れ
る
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
実

業
家
ウ
ィ
ル
モ
ン
デ
ス
・
ソ

ウ
ザ
容
疑
者
も
含
ま
れ
て
い

る
。

　

パ
ラ
グ
ア
イ
の
検
察
官

フ
ェ
デ
リ
コ
・
デ
ル
フ
ィ
ー

ノ
氏
に
よ
る
と
、
ロ
ナ
ウ

ジ
ー
ニ
ョ
容
疑
者
と
ア
シ
ス

容
疑
者
が
知
ら
な
い
内
に
、

２
人
の
パ
ラ
グ
ア
イ
帰
化
手

続
き
も
行
わ
れ
て
い
た
。
デ

ル
フ
ィ
ー
ノ
氏
は
さ
ら
に
、

２
人
の
帰
化
計
画
に
は
パ
ラ

グ
ア
イ
人
公
務
員
も
関
わ
っ

て
お
り
、
こ
の
公
務
員
は
２

人
の
帰
化
を
成
立
さ
せ
る
た

て
い
る
企
業
は
９
９
％
に
達

し
て
お
り
、
集
団
休
暇
に

入
っ
た
の
は
０
・
８
％
の
み

だ
っ
た
。

　

Ｔ
Ｉ　

Ｒ
ｉ
ｏ
の
ベ
ニ

ト
・
パ
レ
会
長
は
２
日
、「
Ｉ

Ｔ
業
界
は
、『
今
は
仕
事
の

手
を
止
め
ず
に
外
出
自
粛
令

に
協
力
す
べ
き
時
』
と
の
認

識
で
一
致
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　

調
査
に
回
答
し
た
全
て
の

Ｉ
Ｔ
企
業
の
う
ち
、
５
７
％

は
シ
ス
テ
ム
開
発
、
１
０
％

は
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

８
％
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開

発
・
販
売
、
７
％
は
Ｉ
Ｔ
環

境
サ
ポ
ー
ト
で
、
そ
の
他
の

活
動
を
し
て
い
る
企
業
も

１
８
％
あ
っ
た
。

　

企
業
の
規
模
は
、
従
業
員

が
１
１
～
９
９
人
が
５
７
％

で
、
１
０
人
以
下
２
９
・
５ 

％
、
１
０
０
～
１
９
９
人

３
％
、２
０
０
人
以
上
は
９
・

８
４
％
だ
っ
た
。

　

パ
レ
氏
は
、「
Ｉ
Ｔ
業
界

は
社
会
的
隔
離
政
策
に
賛
同

し
、
協
力
し
て
い
る
が
、
そ

れ
で
活
動
が
停
止
す
る
こ
と

は
な
い
。
ど
ん
な
状
況
下
で

も
企
業
活
動
を
続
け
る
こ
と

が
重
要
。
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
在
宅
勤

務
を
実
際
に
行
う
上
で
最
も

困
難
な
こ
と
は
、
従
業
員

の
自
宅
の
ネ
ッ
ト
環
境
の
整

備
（
３
６
％
）
で
、
次
が
労

働
時
間
の
管
理
（
２
８
％
）、

そ
の
次
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
２
６
％
）
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
労
働
時
間
を
管

理
す
る
方
法
は
、
バ
ン
コ
・

デ
・
オ
ー
ラ
ス
（
給
与
は
そ

の
ま
ま
で
一
旦
労
働
時
間
を

減
ら
し
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク

が
去
っ
た
ら
労
働
時
間
を
増

や
す
）
が
１
５
％
、
労
働

時
間
変
更
が
１
０
％
だ
が
、

２
６
％
の
企
業
は
、
一
部
従

業
員
の
解
雇
や
早
め
の
有
給

消
費
、
時
短
労
働
＆
給
与
削

減
な
ど
を
採
用
し
て
い
た
。

　

調
査
で
は
ま
た
、
５
７
％

の
企
業
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

か
ら
の
金
を
受
け
取
る
の

に
苦
労
し
て
い
る
と
語
り
、

４
６
％
が
連
邦
税
の
支
払
い

に
苦
労
し
て
い
る
と
答
え

た
。
ま
た
、
市
税
の
支
払
い

に
苦
労
し
て
い
る
企
業
も

１
８
％
、
銀
行
か
ら
の
融
資

や
資
金
を
受
け
取
る
の
に
苦

労
し
て
い
る
と
し
た
。（
複

数
回
答
可
）

　

パ
レ
氏
は
、「
各
企
業
が

直
面
し
て
い
る
問
題
は
日
を

追
う
に
つ
れ
て
解
決
さ
れ
て

い
く
と
期
待
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。
Ｔ
Ｉ　

Ｒ
ｉ
ｏ
は

４
月
に
も
調
査
を
行
い
、
各

企
業
が
ど
の
よ
う
に
し
て
外

出
自
粛
令
対
処
し
た
か
を
改

め
て
調
べ
る
意
向
だ
。

（
２
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
、４
日
掲
載
） 

ア
ル
相
場
は
、
前
日
比
０
・

９
６
％
ド
ル
高
の
１
ド
ル
＝

５
・
３
１
６
０
レ
ア
ル
を
つ

け
て
い
た
。
３
日
の
最
高
値

は
１
ド
ル
＝
５
・
３
２
３
０

レ
で
、
１
９
９
４
年
に
レ
ア

ル
プ
ラ
ン
が
採
用
さ
れ
て
以

来
、
イ
ン
フ
レ
を
考
慮
し
な

い
名
目
値
で
は
史
上
最
高
を

更
新
し
た
。 

　

ブ
ラ
ジ
ル
中
銀
は
２
０
２ 

０
年
１
０
月
、
２
０
２
１
年

１
月
を
期
限
と
し
た
、
ス

ワ
ッ
プ
取
引
で
市
場
介
入
を

行
っ
た
が
、
ド
ル
高
レ
ア
ル

安
の
流
れ
は
一
向
に
止
ま
ら

な
い
。 

　

な
お
、
日
本
円
も
ブ
ラ
ジ

ル
レ
ア
ル
に
対
し
て
も
値
を

上
げ
て
い
る
。
昨
年
末
時
点

で
は
１
レ
ア
ル
＝
２
７
・
０ 

５
円
だ
っ
た
が
、
今
年
の

４
月
２
日
で
は
１
レ
ア
ル

２
０
・
５
４
円
で
、
対
ブ
ラ

ジ
ル
レ
ア
ル
の
日
本
円
の
値

上
が
り
比
率
は
３
１
・
５
％

だ
。
こ
れ
は
レ
ア
ル
の
対
円

下
げ
率
に
換
算
す
る
と
、
２ 

３
・９
％
と
な
る
。

（
３
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ
り
、

４
日
掲
載
）

物
か
異
次
元
の
動
物
で
も
見

る
か
の
よ
う
な
目
で
見
る
と

い
う
の
だ
。

　

父
親
に
よ
る
と
、
誰
か
が

ネ
ッ
ト
上
に
父
親
と
女
児
の

写
真
を
掲
載
し
た
た
め
、
姉

２
人
は
特
に
、
特
異
な
目
で

見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

市
保
健
局
長
の
ジ
ェ
オ
ル

ジ
・
シ
ャ
ヴ
ィ
エ
ル
氏
は
、

女
児
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て

い
た
事
を
認
め
、
遺
族
へ
の

弔
意
を
表
し
た
が
、
患
者
の

名
前
は
公
表
し
て
い
な
い
と

い
う
。

５
９
％
が
統
治
能
力
あ
り
、

法
定
最
低
賃
金
５
～
１
０
倍

の
収
入
層
の
人
も
６
２
％
が

統
治
能
力
あ
り
と
答
え
た
。

　

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
福
音

派
の
間
で
は
６
４
％
が
辞
任

を
望
ま
ず
、
６
０
％
が
統
治

能
力
あ
り
と
答
え
た
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
コ
ロ

ナ
対
策
を
助
け
る
よ
り
も
、

邪
魔
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
人
が
５
１
％
い
た
。
平
均

よ
り
割
合
が
高
か
っ
た
グ

ル
ー
プ
は
、
学
生
６
７
％
、

富
裕
層
６
４
％
、
正
規
雇

用
者
５
８
％
、
北
東
部
の
住

民
５
７
％
、
女
性
５
５
％
と

な
っ
て
い
る
。（
５
日
付
Ｇ

１
サ
イ
ト
よ
り
、７
日
掲
載
） 

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す

る
評
価
と
共
に
、「
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
は
辞
任
す
べ
き

か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

「
辞
任
す
べ
き
」
が
３
７
％

で
、「
辞
任
す
べ
き
で
は
な

め
に
必
要
な
書
類
を
パ
ラ
グ

ア
イ
移
民
局
に
出
し
た
と
し

て
い
る
。

　

パ
ラ
グ
ア
イ
の
公
的
機
関

が
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
で
、

こ
の
事
件
の
パ
ラ
グ
ア
イ
国

内
で
の
反
響
は
拡
大
。
３
月

ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
容
疑
者
が
勾

留
中
も
囚
人
た
ち
と
サ
ッ

カ
ー
に
興
じ
て
い
た
姿
は
世

界
中
で
報
道
さ
れ
て
い
た
。

（
７
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ
り
、

９
日
掲
載
） イ

ビ
ラ
プ
エ
ラ
に
も
臨
時
病
院

患
者
対
応
用
に
２
４
８
ベッ
ド
を
追
加

《聖州》

と
発
表
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

１
９
）
の
治
療
に
特
化
し
た

新
し
い
臨
時
病
院
は
、
市
内

南
部
イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
の
ス

ポ
ー
ツ
複
合
施
設
に
設
置
さ

れ
る
。
同
知
事
に
よ
る
と
、

こ
の
病
院
に
は
合
併
症
な
ど

が
な
く
、
人
工
呼
吸
器
な
ど

の
器
材
が
不
要
な
軽
症
者
用

の
ベ
ッ
ド
２
４
０
床
と
、
重

症
化
し
た
場
合
も
対
応
で
き

る
ベ
ッ
ド
２
８
床
が
設
置
さ

れ
る
。
建
設
工
事
は
週
末
に

始
ま
っ
て
お
り
、
５
月
１
日

に
開
院
の
予
定
だ
。

　

臨
時
病
院
に
は
、
聖
市
内

の
医
療
施
設
か
ら
移
送
さ
れ

た
、
中
程
度
ま
で
の
症
状
の

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１
９
の
患
者

が
入
る
。

　

聖
市
に
は
他
に
も
二
つ
臨

時
病
院
が
あ
る
。
一
番
最
初

の
も
の
は
６
日
、
パ
カ
エ

ン
ブ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
オ
ー

プ
ン
し
た
２
０
０
床
の
病

３
カ
月
の
女
児
コ
ロ
ナ
で
死
亡

家
族
に
向
け
ら
れ
る
白
い
目

セアラー州

　

翌
４
月
３
日
の
為
替
相
場

も
ド
ル
高
基
調
で
推
移
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
世
界
経
済
全
体

が
大
打
撃
を
受
け
て
い
る

中
、
新
興
国
で
あ
る
ブ
ラ
ジ

ル
の
レ
ア
ル
を
売
っ
て
、
有

事
で
も
あ
る
程
度
価
値
が
安

定
す
る
米
ド
ル
を
買
う
動
き

が
続
い
て
い
る
。 

　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
時
間
３
日
午

後
３
時
４
２
分
、
ド
ル
／
レ

　

同
州
保
健
局
に
よ
る
と
、

同
州
で
の
最
初
の
感
染
者
確

認
は
３
月
１
５
日
で
、
２
３

日
後
の
６
日
に
は
感
染
者

が
１
千
人
を
超
え
た
（
保

健
省
１
０
１
３
人
、
州
保
健

局
１
０
２
３
人
）。
死
者
も

３
１
人
（
州
保
健
局
、
保
健

省
発
表
は
２
９
人
）
に
増
え

た
。
特
に
深
刻
な
フ
ォ
ル
タ

レ
ー
ザ
で
は
、
６
日
現
在
の

感
染
者
は
９
２
５
人
、
死
者

は
２
４
人
に
上
っ
て
い
る
。

（
６
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ
り
、

８
日
掲
載
）

５
日
に
は
、

パ
ラ
グ
ア
イ

移
民
局
長
官

の
ア
レ
ク
シ

ス
・
ペ
ナ
ヨ

氏
が
辞
任
し

た
が
、
同
氏

は
そ
の
際
、

ロ
ナ
ウ
ジ
ー

ニ
ョ
事
件
の

解
決
が
遅
れ

て
い
る
と
、

パ
ラ
グ
ア
イ

内
務
省
を
批

判
し
た
。

　

な
お
、
ロ

　

聖
州
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ

ア
知
事
は
７
日
、
聖
市
に
新

た
な
臨
時
病
院
を
設
立
す
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

１
９
）の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

リ
オ
州
で
は
１
３
日
ま
で
外

出
自
粛
令
が
出
て
い
る
。

　

リ
オ
州
Ｉ
Ｔ
企
業
組
合

（
Ｔ
Ｉ　

Ｒ
ｉ
ｏ
）
が
３
月

２
５
～
２
８
日
に
行
っ
た
調

査
に
よ
る
と
、
州
内
の
Ｉ
Ｔ

企
業
の
大
半
が
、
在
宅
勤
務

に
切
り
替
え
て
、
外
出
自
粛

令
を
守
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
在
宅
勤
務
を
行
っ

　

レ
ア
ル
の
対
米
ド
ル
の
値

上
が
り
が
止
ま
ら
な
い
。 

３
月
２
６
日
に
１
ド
ル
＝

５
・
０
２
レ
ア
ル
と
、
前
日

か
ら
ド
ル
が
値
下
が
り
し
た

の
を
最
後
に
、
米
ド
ル
は
４

月
２
日
ま
で
７
営
業
日
連
続

で
値
上
が
り
し
、
２
日
の
終

わ
り
値
は
前
日
比
０
・
０
５ 

％
ド
ル
高
の
１
ド
ル
＝
５
・

２
６
５
２
レ
ア
ル
を
つ
け

た
。 

は
ず
。
逆
に
引
き
上
げ
ら
れ

な
け
れ
ば
感
染
者
が
増
え
、

ベ
ッ
ド
の
数
も
足
り
な
く
な

る
」
と
語
っ
た
。

　

ド
リ
ア
知
事
に
よ
る
と
、

イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
の
臨
時
病
院

で
は
医
療
専
門
家
８
０
０
人

が
勤
務
す
る
予
定
だ
。
病
院

建
設
や
用
地
確
保
の
た
め
の

資
金
は
１
２
０
０
万
レ
ア
ル

で
、
開
業
後
の
維
持
費
は
月

１
千
万
レ
ア
ル
か
か
る
見
込

み
だ
。（
７
日
付
ア
ジ
ェ
ン

シ
ア
ブ
ラ
ジ
ル
、
Ｇ
１
サ
イ

ト
よ
り
、
８
日
掲
載
） 

　
【
既
報
関
連
】
子
供
の
犠

牲
者
は
少
な
い
と
さ
れ
る
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
だ
が
、
国

内
最
年
少
と
な
る
３
カ
月
の

犠
牲
者
が
出
た
。

　

６
日
に
コ
ロ
ナ
感
染
が
確

認
さ
れ
た
の
は
、
セ
ア
ラ
ー

州
内
陸
部
イ
グ
ア
ト
ゥ
市
在



　

美び

術じ
ゅ
つ

史し

の
世せ

界か
い

的て
き

権け
ん

威い

で
あ
る
田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

・
東と

う

北ほ
く

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
最さ

い

新し
ん

刊か
ん

『
日に

本ほ
ん

国こ
く

史し

』[

１]

を
読よ

み
な
が
ら
、
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

の
別べ

つ

の
著ち

ょ

作さ
く

に
出で

て
く
る
次つ

ぎ

の
一い

っ

節せ
つ

を
思お

も

い
起お

こ
し
た
。

　
私わ

た
しは
、
研け

ん

究き
ゅ
うが
細さ

い

分ぶ
ん

化か

さ
れ
、
総そ

う

合ご
う

力り
ょ
くを
欠か

い
た
研け

ん

究き
ゅ
う

方ほ
う

法ほ
う

こ
そ
が
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

史し

研け
ん

究き
ゅ
うの
最さ

い

大だ
い

の
癌が

ん

と
考か

ん
がえ
る
。
歴れ

き

史し

家か

は
文ぶ

ん

献け
ん

だ
け
に
こ
だ
わ
り
現げ

ん

地ち

の
考こ

う

古こ

学が
く

的て
き

な
発は

っ

見け
ん

も
、

積せ
っ

極き
ょ
く

的て
き

に
取と

り
上あ

げ
な
い
。
取と

り
上あ

げ
て
も
、
そ
れ
が
文ぶ

ん

献け
ん

に
結む

す

び
つ
く
こ
と
だ
け
を
指し

摘て
き

す
る
の
で
あ
る
。
考こ

う

古こ

学が
く

者し
ゃ

は
、
文ぶ

ん

献け
ん

は
後こ

う

代だ
い

、
為い

政せ
い

者し
ゃ

が
作つ

く

り
上あ

げ
た
も
の
と
し
て
、

無む

視し

す
る
こ
と
が
多お

お

い
。[

２
， ｐ
２]

　

文ぶ
ん

献け
ん

研け
ん

究き
ゅ
うを
専せ

ん

門も
ん

と
す
る
歴れ

き

史し

家か

と
発は

っ

掘く
つ

作さ

業ぎ
ょ
うに
い
そ
し

む
考こ

う

古こ

学が
く

者し
ゃ

の
一ひ

と

人り

二ふ
た

役や
く

を
演え

ん

じ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
古こ

代だ
い

史し

を
書か

き
換か

え
た
の
が
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
。

　

シ
ュ
リ
ー
マ
ン
の
自じ

伝で
ん

『
古こ

代だ
い

へ
の
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

』
に
よ
れ
ば
、
子こ

ど
も
の
頃こ

ろ

、
ホ
メ
ロ
ス
の
叙じ

ょ

事じ

詩し

『
イ
リ
ア
ス
』
に
描え

が

か
れ
た

ト
ロ
イ
ア
戦せ

ん

争そ
う

で
、
都と

市し

ト
ロ
イ
ア
が
炎え

ん

上じ
ょ
うす
る
挿さ

し

絵え

に
魅み

了り
ょ
う

さ
れ
た
。
巨き

ょ

大だ
い

な
「
ト
ロ
イ
の
木も

く

馬ば

」
が
戦せ

ん

利り

品ひ
ん

と
し
て
ト
ロ

イ
ア
市し

内な
い

に
持も

ち
込こ

ま
れ
、
そ
こ
か
ら
飛と

び
出だ

し
た
ギ
リ
シ
ャ

兵へ
い

た
ち
が
、
市し

を
滅ほ

ろ

ぼ
す
と
い
う
物も

の

語が
た
りで
あ
る
。

　
こ
の
物も

の

語が
た
りは
当と

う

時じ

空く
う

想そ
う

の
産さ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る
と
信し

ん

じ
ら
れ
て
お

り
、
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
も
父ち

ち

親お
や

か
ら
何な

ん

度ど

も
そ
う
言い

い
聞き

か
さ
れ

た
が
、
本ほ

ん

人に
ん

は
こ
れ
を
史し

実じ
つ

だ
と
堅か

た

く
信し

ん

じ
て
い
た
。
実じ

つ

業ぎ
ょ
う

家か

と
し
て
成せ

い

功こ
う

し
て
か
ら
、
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
は
私し

財ざ
い

を
投と

う

じ
て

研け
ん

究き
ゅ
うに
取と

り
組く

み
、『
イ
リ
ア
ス
』
を
繰く

り
返か

え

し
熟

じ
ゅ
く

読ど
く

し
て
、

そ
こ
で
読よ

み
取と

っ
た
地ち

形け
い

を
頼た

よ

り
に
、
つ
い
に
ト
ロ
イ
ア
の
遺い

跡せ
き

を
発は

っ

掘く
つ

し
て
、
神し

ん

話わ

が
史し

実じ
つ

で
あ
る
こ
と
を
証

し
ょ
う

明め
い

し
た
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
田た

中な
か

教き
ょ
う授じ
ゅ

に
よ
れ
ば
、
わ
が
国く

に

に
お
い
て
は
歴れ

き

史し

学が
く

と
考こ

う

古こ

学が
く

は
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
コ
ツ
ボ
の
中な

か

だ
け
で
研け

ん

究き
ゅ
うし
て

い
る
よ
う
だ
。
ギ
リ
シ
ャ
古こ

代だ
い

史し

の
例れ

い

で
言い

え
ば
、
せ
っ
か
く

考こ
う

古こ

学が
く

者し
ゃ

が
ト
ロ
イ
ア
ら
し
き
遺い

跡せ
き

を
発は

っ

見け
ん

し
て
い
る
の
に
、

日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

の
物も

の

語が
た
り 

  

～ 

田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

国こ
く

史し

』か
ら

２０１８年
ねん

６月
がつ

１０日
か

版
ばん

歴れ
き

史し

学が
く

者し
ゃ

の
方ほ

う

は
そ
れ
を
無む

視し

し
て
、
相あ

い

変か

わ
ら
ず
単た

ん

な
る

神し
ん

話わ

と
し
て
扱

あ
つ
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。

　

た
と
え
ば
、
近き

ん

年ね
ん

、
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
考こ

う

古こ

学が
く

的て
き

発は
っ

見け
ん

が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
な

さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
取と

り
込こ

ん
で
古こ

代だ
い

史し

像ぞ
う

を
大お

お

き
く

書か

き
換か

え
る
、
と
い
う
歴れ

き

史し

家か

の
作さ

業ぎ
ょ
うは
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

　

考こ
う

古こ

学が
く

的て
き

発は
っ

見け
ん

と
し
て
は
、
日に

本ほ
ん

で
１
万ま

ん

６
５
０
０
万ま

ん

年ね
ん

前ま
え

の
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
土ど

器き

が
見み

つ
か
っ
て
い
る
こ
と
、
５
千せ

ん

年ね
ん

も

前ま
え

の
青あ

お

森も
り

県け
ん

の
三さ

ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

遺い

跡せ
き

で
は
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

の
４
階か

い

建だ

て
校こ

う

舎し
ゃ

ほ
ど
の
巨き

ょ

大だ
い

建け
ん

築ち
く

跡あ
と

が
見み

つ
か
り
、
さ
ら
に
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

や
長な

が

野の

、
新に

い

潟が
た

か
ら
運は

こ

ば
れ
た
黒こ

く

曜よ
う

石せ
き

の
飾か

ざ

り
石い

し

な
ど
が
発は

っ

掘く
つ

さ

れ
て
い
る
こ
と
、
別べ

つ

の
６
千せ

ん

年ね
ん

前ま
え

の
遺い

跡せ
き

か
ら
は
稲い

な

作さ
く

の
痕こ

ん

跡せ
き

が
発は

っ

見け
ん

さ
れ
て
い
る
事こ

と

な
ど
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
ま
と
も
に
考か

ん
が
え
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

に
は
数す

う

千せ
ん

年ね
ん

前ま
え

の
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

か
ら
の
高こ

う

度ど

な
文ぶ

ん

明め
い

が
あ
っ
た
と
考か

ん
が
え
ざ
る

を
得え

な
い
の
に
、
た
と
え
ば
中

ち
ゅ
う

学が
く

の
歴れ

き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

で
過か

半は
ん

の

シ
ェ
ア
を
持も

つ
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

で
は
、
い
ま
だ
に
毛け

皮が
わ

を
着き

た
原げ

ん

始し

人じ
ん

た
ち
が
狩か

り
を
し
て
い
る
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
を
載の

せ
て
い

る
。

　

田た

中な
か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
「
総そ

う

合ご
う

力り
ょ
くを
フ
ル
に
発は

っ

揮き

し
た
研け

ん

究き
ゅ
う

方ほ
う

法ほ
う

」

の
お
手て

本ほ
ん

を
自み

ず
か
ら
示し

め

す
よ
う
に
、
考こ

う

古こ

学が
く

の
最さ

い

新し
ん

の
発は

っ

見け
ん

に

加く
わ

え
て
、
古こ

事じ

記き

・
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

・
風ふ

土ど

記き

・
祝の

り

詞と

な
ど
の
古こ

代だ
い

文ぶ
ん

献け
ん

、
さ
ら
に
は
神じ

ん

社じ
ゃ

研け
ん

究き
ゅ
うも
加く

わ

え
て
描え

が

き
直な

お

し
た
日に

本ほ
ん

の
古こ

代だ
い

像ぞ
う

を
『
日に

本ほ
ん

国こ
く

史し

』
の
冒ぼ

う

頭と
う

で
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

　

特と
く

に
、
こ
の
書し

ょ

が
『
日に

本ほ
ん

国こ
く

史し

』
と
題だ

い

さ
れ
て
い
る
の
は

「
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

」
の
「
歴れ

き

史し

」
と
い
う
意い

味み

で
あ
り
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

は
大や

ま
と和
朝ち

ょ
う

廷て
い

以い

前ぜ
ん

、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

・
弥や

よ

生い

時じ

代だ
い

か
ら
、
村そ

ん

落ら
く

・
氏し

族ぞ
く

の
緩ゆ

る

や
か
な
連れ

ん

合ご
う

と
い
う
形か

た
ちで
、
国こ

っ

家か

が
存そ

ん

在ざ
い

し
て
い
た
、
と

い
う
画か

っ

期き

的て
き

な
学が

く

説せ
つ

を
示し

め

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
書し

ょ

を
読よ

ん
で
、
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

も
今い

ま

ま
で
ど
う
も
腑ふ

に
落お

ち

な
か
っ
た
問も

ん

題だ
い

が
「
な
る
ほ
ど
」
と
、
ま
さ
に
目め

か
ら
鱗う

ろ
こが
何な

ん

枚ま
い

も
落お

ち
る
思お

も

い
が
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
天て

ん

孫そ
ん

が
南

み
な
み

九き
ゅ
う

州し
ゅ
うに
降こ

う

臨り
ん

し
た
と
記き

紀き

に
は
書か

い
て
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
ん
な
遠え

ん

地ち

が
選え

ら

ば
れ
た
の
か
。
後あ

と

に
、

神じ
ん

武む

天て
ん

皇の
う

が
わ
ざ
わ
ざ
東と

う

征せ
い

し
て
大や

ま
と和
地ち

方ほ
う

ま
で
行い

く
ぐ
ら

い
な
ら
、
な
ぜ
初は

じ

め
か
ら
中

ち
ゅ
う

心し
ん

地ち

た
る
大や

ま
と和
に
降こ

う

臨り
ん

し
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
記き

紀き

が
朝

ち
ょ
う

廷て
い

の
権け

ん

威い

を
高た

か

め
る
た
め
に
創そ

う

作さ
く

さ
れ
た
も
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
ち
ら
の
方ほ

う

が
は
る
か
に
目も

く

的て
き

に

適か
な

う
。

　

ま
た
神じ

ん

武む

東と
う

征せ
い

と
い
っ
て
も
、
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
うか
ら
大や

ま
と和
地ち

方ほ
う

ま
で
の

西に
し

日に

本ほ
ん

し
か
カ
バ
ー
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中

ち
ゅ
う

部ぶ

地ち

方ほ
う

以い

東と
う

は
ど

う
な
っ
て
い
た
の
か
、
記き

述じ
ゅ
つが
な
い
。
大や

ま
と和
に
都み

や
こ
を
造つ

く

っ
て
も
、

そ
の
す
ぐ
東ひ

が
し
に
蝦え

み
し夷
で
も
跋ば

っ

扈こ

し
て
い
た
ら
、
防ぼ

う

衛え
い

上じ
ょ
うも
危き

険け
ん

極き
わ

ま
り
な
い
。

　

九
き
ゅ
う

州し
ゅ
うか
ら
大や

ま
と和
地ち

方ほ
う

ま
で
従し

た
が
え
た
力ち

か
ら
が
あ
る
な
ら
、
さ
ら

に
東と

う

海か
い

、
関か

ん

東と
う

、
東と

う

北ほ
く

ま
で
一い

っ

気き

に
平へ

い

定て
い

し
た
上う

え

で
、
中

ち
ゅ
う

央お
う

に
都み

や
こ
を
造つ

く

っ
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
し
た
方ほ

う

が
、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

の
権け

ん

威い

も
高た

か

ま
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
朝

ち
ょ
う

廷て
い

の
権け

ん

威い

を
高た

か

め
る
た
め
の

創そ
う

作さ
く

と
し
て
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
中

ち
ゅ
う

途と

半は
ん

端ぱ

な
物も

の

語が
た
りに
な
っ
て
い

る
の
か
、
訳わ

け

が
分わ

か
ら
な
い
。

　

逆ぎ
ゃ
く
に
言い

え
ば
、
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

か
ら
神じ

ん

武む

東と
う

征せ
い

の
神し

ん

話わ

に
は
、

何な
ん

ら
か
の
曲ま

げ
ら
れ
な
い
史し

実じ
つ

が
反は

ん

映え
い

さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
大や

ま
と和
朝ち

ょ
う

廷て
い

の
権け

ん

威い

を
持も

ち
上あ

げ
る
に
は
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
物も

の

語が
た
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
方ほ

う

が
合ご

う

理り

的て
き

な
解か

い

釈し
ゃ
くで
あ
ろ
う
。

　

田た

中な
か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
お
叱し

か

り
を
覚か

く

悟ご

で
、
こ
こ
で
学が

く

説せ
つ

の
あ
ら
す

じ
の
み
種た

ね

明あ

か
し
を
し
て
し
ま
う
と
（
論ろ

ん

証し
ょ
うは
あ
と
で
述の

べ
る

が
）、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

に
は
関か

ん

東と
う

、
東と

う

北ほ
く

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
多お

お

く
の

村そ
ん

落ら
く

が
共

き
ょ
う

通つ
う

の
神し

ん

道と
う

信し
ん

仰こ
う

・
文ぶ

ん

化か

で
結む

す

ば
れ
た
ゆ
る
や
か
な

祭さ
い

祀し

国こ
っ

家か

「
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

」
が
あ
っ
た
。
記き

紀き

の
「
高た

か

天ま
が

原は
ら

」
は
、

こ
の
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

を
神し

ん

話わ

化か

し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

１
０
世せ

い

紀き

ご
ろ
か
ら
、
気き

候こ
う

が
寒か

ん

冷れ
い

化か

し
、
そ
れ

ま
で
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
て
い
た
人じ

ん

口こ
う

が
南な

ん

下か

し
、
西に

し

日に

本ほ
ん

に
移い

動ど
う

し
始は

じ

め
た
。
同ど

う

時じ

に
大た

い

陸り
く

で
は
周

し
ゅ
う

王お
う

朝ち
ょ
うか
ら
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

戦せ
ん

国ご
く

時じ

代だ
い

を
経へ

て
大だ

い

帝て
い

国こ
く

・
秦し

ん

の
成せ

い

立り
つ

と
脅

き
ょ
う

威い

が
高た

か

ま
り
、
ま
た
大た

い

陸り
く

・
半は

ん

島と
う

か
ら
の
難な

ん

民み
ん

・
移い

民み
ん

も
増ふ

え
て
、
西に

し

日に

本ほ
ん

の
統と

う

治ち

が
懸け

ん

案あ
ん

に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

を
統と

う

治ち

し
て
い
た
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

は
、
西に

し

日に

本ほ
ん

の
統と

う

合ご
う

を
決け

つ

断だ
ん

し
た
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の

西せ
い

端た
ん

た
る
南

み
な
み

九き
ゅ
う州し
ゅ
うに
大だ

い

船せ
ん

団だ
ん

を
送お

く

っ
て
地じ

固が
た

め
を
行お

こ
ない
（
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

）、
そ
こ
か
ら
要よ

う

衝し
ょ
うで
あ
る
北き

た

九き
ゅ
う

州し
ゅ
うや
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
近き

ん

畿き

地ち

方ほ
う

を
抑お

さ

え
て
い
く
（
神じ

ん

武む

東と
う

征せ
い

）
と
い
う
挟は

さ

み
撃う

ち
戦せ

ん

略り
ゃ
くを
と
っ

た
。

　

神じ
ん

武む

天て
ん

皇の
う

が
西に

し

日に

本ほ
ん

を
抑お

さ

え
て
、
大や

ま
と和
地ち

方ほ
う

ま
で
進し

ん

出し
ゅ
つ

し
た
こ
と
で
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

か
ら
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

を
統と

う

治ち

し
て
い
た
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

と
合あ

わ
せ
て
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の
主し

ゅ

要よ
う

部ぶ

分ぶ
ん

は
す
べ
て
統と

う

治ち

下か

に
入は

い

っ
た
。
そ
の
後ご

、
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

の
主し

ゅ

要よ
う

部ぶ

族ぞ
く

も
大た

い

挙き
ょ

し
て

大や
ま
と和
に
移い

住じ
ゅ
うし
、
大や

ま
と和
朝ち

ょ
う

廷て
い

は
繁は

ん

栄え
い

し
て
い
く
。
一い

っ

方ぽ
う

、
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

は
、
寒か

ん

冷れ
い

化か

と
と
も
に
人じ

ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
うで
衰お

と
ろ
え
て
い
き
、
つ

い
に
は
そ
の
存そ

ん

在ざ
い

も
忘わ

す

れ
去さ

ら
れ
て
い
っ
た
。

　

日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

の
存そ

ん

在ざ
い

に
つ
い
て
、
田た

中な
か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
文ぶ

ん

献け
ん

学が
く

、
考こ

う

古こ

学が
く

、
現げ

ん

存そ
ん

す
る
神じ

ん

社じ
ゃ

の
研け

ん

究き
ゅ
うな
ど
か
ら
、
膨ぼ

う

大だ
い

な
論ろ

ん

証し
ょ
うを

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
素し

ろ

人う
と

に
も
分わ

か
り
や
す
い
何な

ん

点て
ん

か

の
み
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
考こ

う

古こ

学が
く

的て
き

考こ
う

察さ
つ

と
し
て
、
気き

候こ
う

が
温お

ん

暖だ
ん

だ
っ
た
約や

く

５
千せ

ん

年ね
ん

前ま
え

の
縄

じ
ょ
う

文も
ん

中ち
ゅ
う

期き

に
は
人じ

ん

口こ
う

が
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
て
お

り
、
人じ

ん

口こ
う

比ひ

で
は
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

１
０
０
に
対た

い

し
、
西に

し

日に

本ほ
ん

は
４
弱

じ
ゃ
く

に
過す

ぎ
な
か
っ
た[

３
， 

ｐ
２
３]

。
ま
た
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

の
集

し
ゅ
う

落ら
く

は
三さ

ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

遺い

跡せ
き

に
見み

ら
れ
る
よ
う
に
、
５
０
０
人に

ん

前ぜ
ん

後ご

の

人ひ
と

々び
と

が
狩し

ゅ

猟り
ょ
う、
漁ぎ

ょ

労ろ
う

、
採さ

い

集し
ゅ
うを
し
て
暮く

ら
し
て
い
た
。
そ
の

よ
う
な
縄

じ
ょ
う

文も
ん

遺い

跡せ
き

は
甲こ

う

信し
ん

越え
つ

か
ら
関か

ん

東と
う

・
東と

う

北ほ
く

に
密み

っ

集し
ゅ
うし
て

い
た
。

　

そ
れ
ら
の
遺い

跡せ
き

は
地ち

理り

的て
き

に
連れ

ん

続ぞ
く

し
て
い
る
の
で
、
道み

ち

で
つ

な
が
り
、
互た

が

い
に
連れ

ん

絡ら
く

し
合あ

い
、
物ぶ

っ

資し

の
交こ

う

換か
ん

が
行お

こ
な
わ
れ
て
い

た
と
考か

ん
が
え
ら
れ
る
。
こ
の
事こ

と

は
青あ

お

森も
り

県け
ん

の
三さ

ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

遺い

跡せ
き

か

ら
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

や
長な

が

野の

、
新に

い

潟が
た

産さ
ん

の
黒こ

く

曜よ
う

石せ
き

の
飾か

ざ

り
石い

し

な
ど
が

見み

つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
実じ

っ

証し
ょ
うさ
れ
て
い
る
。

　

縄
じ
ょ
う

文も
ん

土ど

器き

も
関か

ん

東と
う

・
東と

う

北ほ
く

・
甲こ

う

信し
ん

越え
つ

あ
た
り
か
ら
大た

い

量り
ょ
うに

出し
ゅ
つ土ど

し
て
い
る
。
太た

い

陽よ
う

信し
ん

仰こ
う

に
つ
な
が
る
と
考か

ん
が
え
ら
れ
る
石い

し

を

環か
ん

状じ
ょ
うに
並な

ら

べ
た
遺い

跡せ
き

（
ス
ト
ー
ン
・
サ
ー
ク
ル
）
も
、
東と

う

北ほ
く

・

関か
ん

東と
う

に
数か

ず

多お
お

く
見み

ら
れ
る
。

　

同ど
う

時じ

に
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

は
き
わ
め
て
争あ

ら
そい
の
少す

く

な
か
っ
た
時じ

代だ
い

と

推す
い

定て
い

さ
れ
て
い
る
。
発は

っ

掘く
つ

さ
れ
た
人じ

ん

骨こ
つ

の
う
ち
、
何な

ん

ら
か
の
武ぶ

器き

の
攻こ

う

撃げ
き

を
受う

け
た
痕こ

ん

跡せ
き

が
あ
る
の
は
１
．８
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

欧お
う

米べ
い

や
ア
フ
リ
カ
で
の
１
０
数す

う

パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
は
１
桁け

た

少す
く

な

い
。

　

す
な
わ
ち
、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

の
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

の
集

し
ゅ
う

落ら
く

は
何な

ん

千ぜ
ん

年ね
ん

も
の

間あ
い
だ、
共

き
ょ
う

通つ
う

の
文ぶ

ん

化か

・
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うを
持も

ち
、
互た

が

い
に
連れ

ん

絡ら
く
・
交こ

う

易え
き

を
し
、

平へ
い

和わ

裡り

に
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
た
。
従

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
集

し
ゅ
う

落ら
く

が
連れ

ん

合ご
う

し
て
、
一ひ

と
つ
の
祭さ

い

祀し

国こ
っ

家か

と
し
て
発は

っ

展て
ん

し
て
い
っ
た
と
推す

い

定て
い

す

る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
合ご

う

理り

的て
き

な
学が

く

説せ
つ

な
の
で
あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

考こ
う

古こ

学が
く

、
神し

ん

話わ

学が
く

、
古こ

文も
ん

書じ
ょ

研け
ん

究き
ゅ
う

を
綜そ

う

合ご
う

し
て
、

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
始は

じ

ま
り
に
関か

ん

し
て
画か

っ

期き

的て
き

な
学が

く

説せ
つ

が
提て

い

案あ
ん

さ
れ
た
。

８
．
我わ

れ

々わ
れ

の
国こ

っ

家か

の
始は

じ

ま
り
は
、

　
　

国こ
く

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い

の
問も

ん

題だ
い

　
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

が
、
現げ

ん

在ざ
い

の
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

鹿か

島し
ま

地ち

方ほ
う

に
あ
っ
た

と
推す

い

定て
い

さ
れ
る
根こ

ん

拠き
ょ

が
、
神じ

ん

社じ
ゃ

縁え
ん

起ぎ

な
ど
に
見み

ら
れ
る
。『
延え

ん

喜ぎ

式し
き

』
に
あ
る
「
延え

ん

喜ぎ

式し
き

神じ
ん

名み
ょ
う

帳ち
ょ
う」
を
見み

る
と
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

ま
で
皇こ

う

室し
つ

と
関か

ん

係け
い

す
る
「
神じ

ん

宮ぐ
う

」
は
、伊い

勢せ

の
神じ

ん

宮ぐ
う

の
他ほ

か

に
は
、

「
鹿か

島し
ま

神じ
ん

宮ぐ
う

」（
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

鹿か

嶋し
ま

市し

）
と
「
香か

取と
り

神じ
ん

宮ぐ
う

」（
千ち

葉ば

県け
ん

香か

取と
り

市し

）の
み
で
あ
る
。三み

っ

つ
の
う
ち
の
二ふ

た

つ
が
関か

ん

東と
う

に
あ
り
、

し
か
も
こ
の
二ふ

た

つ
は
伊い

勢せ

の
神じ

ん

宮ぐ
う

よ
り
も
は
る
か
に
古ふ

る

い
。

　

鹿か

島し
ま

地ち

方ほ
う

は
６
、７
千せ

ん

年ね
ん

前ま
え

の
縄

じ
ょ
う

文も
ん

前ぜ
ん

期き

か
ら
の
土ど

器き

や
遺い

跡せ
き

が
多た

数す
う

見み

つ
か
っ
て
お
り
、
古こ

墳ふ
ん

も
５
５
９
基き

も
あ
り
、
か

つ
鹿か

島し
ま

神じ
ん

宮ぐ
う

の
東と

う

南な
ん

２
キ
ロ
の
処と

こ
ろ
に
は
、
鉄て

つ

を
流な

が

し
た
残ざ

ん

滓し

が
地ち

表ひ
ょ
うを
覆お

お

っ
て
い
る
製せ

い

鉄て
つ

遺い

跡せ
き

ま
で
あ
る
。

　

鹿か

島し
ま

神じ
ん

宮ぐ
う

に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
建た

け

御み
か
づ
ち
の雷
神か

み

は
、「
高た

か

天ま
が

原は
ら

」
に

成な

っ
た
最さ

い

初し
ょ

の
造ぞ

う

化か

三さ
ん

神し
ん

の
一ひ

と

柱は
し
らで
あ
り
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

よ
り
も

先さ
き

に
生う

ま
れ
た
高た

か

皇み

産む

巣ず

日び
の

尊み
こ
とに
命め

い

ぜ
ら
れ
て
、
香か

取と
り

神じ
ん

社じ
ゃ

に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
フ
ツ
ヌ
シ
と
と
も
に
、「
出い

ず

雲も

の
国く

に

譲ゆ
ず

り
」
を

成な

し
遂と

げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
娘む

す
め
が
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

の
子こ

・
天

あ
め
の

忍お
し

穂ほ

耳み
み
の

尊み
こ
とと
結け

っ

婚こ
ん

し
て
生う

ま
れ
た
皇こ

う

孫そ
ん

・
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
「
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

」

の
主し

ゅ

人じ
ん

公こ
う

と
な
る
。
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

に
随ず

い

行こ
う

し
た
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
は

中な
か

臣と
み

氏し

（
後の

ち

の
藤ふ

じ

原わ
ら

氏し

）
の
遠え

ん

祖そ

で
あ
り
、
香か

取と
り

神じ
ん

宮ぐ
う

に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
。
大や

ま
と和
最さ

い

大だ
い

の
神じ

ん

社じ
ゃ

・
春か

す

日が

大た
い

社し
ゃ

も
鹿か

島し
ま

神じ
ん

宮ぐ
う

と
同お

な

じ
く
建た

け

御み

雷か
づ
ち
の神か
み

を
祀ま

つ

っ
て
い
る
。

　
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
四よ

ん

世せ
い

孫ま
ご

が
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

で
あ
り
、
東と

う

征せ
い

に

お
い
て
も
、
建た

け

御み
か
づ
ち
の雷
神か

み

が
高た

か

天ま
が

原は
ら

か
ら
剣け

ん

を
送お

く

っ
て
助た

す

け
た
。

神じ
ん

武む

天て
ん

皇の
う

は
即そ

く

位い

の
年と

し

に
、
は
る
ば
る
と
使つ

か

い
を
鹿か

島し
ま

に
遣つ

か

わ

し
て
、
建た

け

御み
か
づ
ち
の雷
神か

み

を
祀ま

つ

っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
神し

ん

話わ

や
神じ

ん

社じ
ゃ

縁え
ん

起ぎ

を
見み

て
も
、
鹿か

島し
ま

地ち

方ほ
う

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
て
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

を
統と

う

治ち

し
て
い
た
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

が
、
西に

し

日に

本ほ
ん

を
治お

さ

め
る
た
め
に
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

か
ら
神じ

ん

武む

東と
う

征せ
い

ま
で
を
実じ

っ

行こ
う

し

た
、
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
支し

持じ

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
祭さ

い

祀し

国こ
っ

家か

が
「
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

」
と
呼よ

ば
れ
た
形け

い

跡せ
き

が
、

文ぶ
ん

献け
ん

に
も
残の

こ

っ
て
い
る
。
ま
ず
、『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
の
日

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊

の
陸み

ち

奥の
く

に
お
け
る
戦た

た
かい
の
あ
と
の
描

び
ょ
う

写し
ゃ

で
は
「
蝦え

み
し夷
す
で
に
平た

い

ら
ぎ
、
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

よ
り
帰か

え

り
、
西せ

い

南な
ん

常ひ
た
ち陸
を
経へ

て
、
甲か

斐い
の

国く
に

に
い
た
る
」
と
書か

か
れ
て
い
る
。

　

第だ
い

１
２
代だ

い

景け
い

行こ
う

天て
ん

皇の
う

の
皇お

う

子じ

・
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
の
頃こ

ろ

に
は
、
主し

ゅ

要よ
う

な
部ぶ

族ぞ
く

も
大や

ま
と和
地ち

方ほ
う

に
移い

住じ
ゅ
うし
、
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

は
衰お

と
ろ
え
て
、

一い
ち

地ち

方ほ
う

と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　
『
常ひ

た
ち
の陸
国く

に

風ふ

土ど

記き

』
に
は
、「
筑つ

く

波ば

郡ぐ
ん

茨い
ば
ら

城き

の
郡ぐ

ん

の
七な

な

百ひ
ゃ
く

戸こ

を
分わ

か
ち
て
、
信し

太だ

の
郡ぐ

ん

を
置お

く
。
此こ

の
地ち

は
、
本ほ

ん

の
日ひ

高た
か

見み

の
国く

に

な
り
」
と
い
う
一い

っ

節せ
つ

が
あ
る
。
常ひ

た
ち陸
と
は
「
日ひ

立た
ち

」

す
な
わ
ち
「
日ひ

が
昇の

ぼ

る
」
と
い
う
意い

味み

で
あ
り
、
ま
た
日ひ

高た
か

見み

道ち

が
語ご

源げ
ん

と
成な

っ
て
い
る
可か

能の
う

性せ
い

も
あ
る
。
地ち

名め
い

と
し
て

の
「
日ひ

高た
か

見み

」
は
現げ

ん

在ざ
い

の
日ひ

高だ
か

、
日ひ

田た

、
飛ひ

騨だ

、
飯い

い

高だ
か

、
日ひ

上か
み

、
氷ひ

上か
み

な
ど
と
関か

ん

連れ
ん

し
て
い
る
と
思お

も

わ
れ
る
。

　

平へ
い

安あ
ん

時じ

代だ
い

に
つ
く
ら
れ
た
『
延え

ん

喜ぎ

式し
き

』
に
定さ

だ

め
ら
れ
た
祝の

り

詞と

に
は
、
日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

体た
い

を
示し

め

す
際さ

い

に
「
大お

お

倭や
ま
と

日ひ

高だ
か

見み
の

国く
に

」
と
い

う
言こ

と

葉ば

が
使つ

か

わ
れ
て
い
る
。『
旧く

唐と
う

書じ
ょ

』
と
い
う
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
歴れ

き

史し

書し
ょ

に
も
「
大お

お

倭や
ま
と

日ひ

高だ
か

見み
の

国く
に

」
と
い
う
名め

い

称し
ょ
うが
頻ひ

ん

出し
ゅ
つす
る
。
大お

お

倭や
ま
とが
西に

し

日に

本ほ
ん

を
治お

さ

め
る
大や

ま
と和
朝ち

ょ
う

廷て
い

、
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

が
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

を

治お
さ

め
る
国く

に

、
と
い
う
こ
と
で
、
両

り
ょ
う

方ほ
う

を
足た

し
合あ

わ
せ
て
日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

体た
い

を
意い

味み

し
た
と
考か

ん
が
え
ら
れ
る
。

１
．
歴れ

き

史し

学が
く

と
考こ

う

古こ

学が
く

の
分ぶ

ん

断だ
ん

２
．
考こ

う

古こ

学が
く

的て
き

発は
っ

見け
ん

を
黙も

く

殺さ
つ

　
　

す
る
歴れ

き

史し

学が
く

　
「
日ひ

高た
か

見み

」
と
は
「
日ひ

を
高た

か

く
見み

る
」
と
い
う
意い

味み

だ
。
鹿か

島し
ま

地ち

方ほ
う

は
房ぼ

う

総そ
う

半は
ん

島と
う

の
東と

う

端た
ん

で
、
太た

い

平へ
い

洋よ
う

か
ら
上の

ぼ

る
朝あ

さ

日ひ

を

真ま

っ
正

し
ょ
う

面め
ん

に
仰あ

お

ぐ
土と

地ち

で
あ
る
。
太た

い

陽よ
う

信し
ん

仰こ
う

か
ら
考か

ん
が
え
て
も
、

こ
の
地ち

が
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
て
、
朝あ

さ

日ひ

を
仰あ

お

ぐ
聖せ

い

地ち

で
あ
っ

た
こ
と
は
当と

う

然ぜ
ん

と
思お

も

わ
れ
る
。
そ
の
後ご

の
「
日に

本ほ
ん

」
と
い
う
国こ

く

号ご
う

に
も
よ
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

以い

上じ
ょ
うの
よ
う
に
、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

か
ら
わ
が
国く

に

に
は
「
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

」
が
あ
り
、
そ
れ
が
大や

ま
と和
朝ち

ょ
う廷て
い

の
母ぼ

体た
い

と
な
っ
た
と
い
う
田た

中な
か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
学が

く

説せ
つ

は
、
考こ

う

古こ

学が
く

、
古こ

代だ
い

文ぶ
ん

献け
ん

、
神じ

ん

社じ
ゃ

研け
ん

究き
ゅ
うな
ど

を
綜そ

う

合ご
う

し
た
も
の
で
あ
り
、
氏し

の
著ち

ょ

作さ
く

で
は
、
こ
こ
で
紹

し
ょ
う

介か
い

し

た
も
の
の
何な

ん

倍ば
い

も
の
論ろ

ん

証し
ょ
うが
な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
比く

ら

べ
れ
ば
、
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

と
卑ひ

弥み

呼こ

に
関か

ん

し
て
は
、
す

で
に
千せ

ん

冊さ
つ

ほ
ど
も
本ほ

ん

が
出だ

さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、「
総そ

う

合ご
う

力り
ょ
く

を
欠か

い
た
研け

ん

究き
ゅ
う

方ほ
う

法ほ
う

」
の
典て

ん

型け
い

と
し
か
思お

も

え
な
い
。
研け

ん

究き
ゅ
う

材ざ
い

料り
ょ
うは
『
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

』
と
い
う
ご
く
短み

じ
かい
文ぶ

ん

献け
ん

だ
け
で
あ
る
。

邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

の
場ば

所し
ょ

に
関か

ん

し
て
、
い
ま
だ
に
畿き

内な
い

説せ
つ

と
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
う

説せ
つ

が
あ
る
こ
と
か
ら
分わ

か
る
よ
う
に
、
何な

ん

ら
確か

く

た
る
物ぶ

っ

証し
ょ
うも
発は

っ

見け
ん

さ
れ
て
い
な
い
。

　

田た

中な
か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

に
よ
れ
ば
、
卑ひ

弥み

呼こ

に
関か

ん

連れ
ん

す
る
と
考か

ん
が
え
ら
れ

る
神じ

ん

社じ
ゃ

も
な
く
、
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

や
各か

く

地ち

の
風ふ

土ど

記き

に
も
そ
れ
ら

し
き
記き

述じ
ゅ
つは
な
い
。
そ
も
そ
も『
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

』の
記き

述じ
ゅ
つに
は
、

「
顔か

お

や
身か

ら
だ体
に
入い

れ
墨ず

み

を
し
て
い
る
」「
衣こ

ろ
も
は
夜や

具ぐ

の
布ぬ

の

の
よ

う
で
、そ
の
中

ち
ゅ
う

央お
う

に
穴あ

な

を
あ
け
て
、そ
こ
か
ら
顔か

お

を
だ
し
て
い
る
」

「
牛

ぎ
ゅ
う

馬ば

は
い
な
い
」
な
ど
と
、
当と

う

時じ

の
日に

本ほ
ん

の
生せ

い

活か
つ

習し
ゅ
う

慣か
ん

と
は

矛む

盾じ
ゅ
んし
た
部ぶ

分ぶ
ん

も
少す

く

な
く
な
い
。

　

要よ
う

は
、
日に

本ほ
ん

に
行い

っ
た
こ
と
も
な
い
人じ

ん

物ぶ
つ

が
、
本ほ

ん

人に
ん

に
は
ど

う
で
も
良よ

い
「
野や

蛮ば
ん

国こ
く

」
の
話は

な
し
を
、
伝で

ん

聞ぶ
ん

だ
け
で
書か

い
た
文ぶ

ん

章し
ょ
うで
あ
る
。
そ
ん
な
文ぶ

ん

献け
ん

だ
け
を
い
く
ら
こ
ね
く
り
ま
わ
し
て

も
、
な
ん
ら
価か

値ち

の
あ
る
発は

っ

見け
ん

は
出で

て
こ
な
い
。

　

日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

と
い
う
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

の
壮そ

う

大だ
い

な
学が

く

説せ
つ

に
は
、「
総そ

う

合ご
う

力り
ょ
くを
欠か

い
た
研け

ん

究き
ゅ
う

方ほ
う

法ほ
う

」
し
か
持も

ち
合あ

わ
せ
て
い
な

い
日に

本ほ
ん

の
学が

っ

界か
い

で
は
、
見み

て
見み

ぬ
ふ
り
を
す
る
の
が
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

だ
ろ
う
。
象ぞ

う

牙げ

の
塔と

う

な
ら
ぬ
、「
象ぞ

う

牙げ

の
タ
コ
ツ
ボ
」

に
閉と

じ
こ
も
っ
た
学が

く

者し
ゃ

に
は
、
そ
れ
が
一い

ち

番ば
ん

安あ
ん

全ぜ
ん

だ
か
ら

だ
。

　

田た

中な
か

教き
ょ
う授じ
ゅ

が
長な

が

年ね
ん

、欧お
う

米べ
い

で
学ま

な

ん
だ
「
総そ

う

合ご
う

力り
ょ
くを
も
っ

た
研け

ん

究き
ゅ
う

方ほ
う

法ほ
う

」
で
は
、
も
う
一ひ

と
つ
優す

ぐ

れ
た
側そ

く

面め
ん

が
あ
る
。

学が
く

者し
ゃ

、
特と

く

に
功こ

う

成な

り
名な

遂と

げ
た
学が

っ

界か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
よ
う

な
人じ

ん

物ぶ
つ

が
、
一い

っ

般ぱ
ん

読ど
く

者し
ゃ

向む

け
に
総そ

う

合ご
う

的て
き

な
啓け

い

蒙も
う

書し
ょ

を
書か

く
と
い
う
伝で

ん

統と
う

で
あ
る
。
人じ

ん

文ぶ
ん

・
社し

ゃ

会か
い

科か

学が
く

系け
い

の
学が

く

者し
ゃ

は
象ぞ

う

牙げ

の
塔と

う

に
閉と

じ
籠こ

も
る
べ
き
で
な
く
、
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

の

教き
ょ
う養よ
う

に
資し

す
る
べ
き
だ
と
い
う
考か

ん
が
え
か
ら
で
あ
る
。

　

幸さ
い
わい
、
田た

中な
か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

も
そ
の
伝で

ん

統と
う

に
従

し
た
が

っ
て
、
専せ

ん

門も
ん

論ろ
ん

文ぶ
ん

集し
ゅ
う[

２]

の
外ほ

か

に
一い

っ

般ぱ
ん

読ど
く

者し
ゃ

向む

け
の
啓け

い

蒙も
う

書し
ょ

と
し
て

[

１
、３
、４]

を
出だ

さ
れ
て
い
る
。
我わ

れ

々わ
れ

も
こ
れ
ら
を
読よ

み
、自じ

分ぶ
ん

な
り
に
考か

ん
が
え
、議ぎ

論ろ
ん

に
参さ

ん

加か

し
て
い
く
べ
き
だ
。

我わ

が
日に

本ほ
ん

と
い
う
国こ

っ

家か

の
始は

じ

ま
り
を
問と

う
、
国こ

く

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い

に
と
っ
て
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
問も

ん

題だ
い

な
の
で
あ
る
か
ら
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

３
．
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

と
神じ

ん

武む

東と
う

征せ
い

の

　
　

腑ふ

に
落お

ち
な
い
点て

ん

５
．
共き

ょ
う

通つ
う

の
宗し

ゅ
う

教き
ょ
う・
文ぶ

ん

化か

・
交こ

う

易え
き

で

　

平へ
い

和わ

的て
き

に
結む

す

ば
れ
て
い
た
縄じ

ょ
う

文も
ん

集し
ゅ
う

落ら
く

群ぐ
ん

４
．
高た

か

天ま
が

原は
ら

と
し
て
神し

ん

話わ

化か

さ
れ
た

　
　

縄じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

の
祭さ

い

祀し

国こ
っ

家か

６
．
神し

ん

話わ

と
神じ

ん

社じ
ゃ

縁え
ん

起ぎ

が
語か

た

る

　
　

東と
う

国ご
く

の
祭さ

い

祀し

国こ
っ

家か

７
．「
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

」を
記し

る

し
た
文ぶ

ん

献け
ん

０
１
－
２
２
／

（４）２０２０年 第５４６６号	 ４月	１０日	（金曜日）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い 

皇こ
う

室し
つ

の

祈い
の

り
』

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／
４
５
９
４
０
７
９
０
３
２
／
ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ
０
１
－
２
２
／

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
． 

田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

『
日に

本ほ
ん

国こ
く

史し 

世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
新あ

た
ら
し
い
物も

の

語が
た
り』

Ｈ
３
０

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／
４
５
９
４
０
７
９
８
２
２
／
ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ
０
１
－
２
２
／

２
． 

田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

『
高た

か

天ま
が

原は
ら

は
関か

ん

東と
う

に
あ
っ
た 

日に

本ほ
ん

神し
ん

話わ

と
考こ

う

古こ

学が
く

を
再さ

い

考こ
う

す
る
』
Ｈ
２
９

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／
４
５
８
５
２
２
１
８
３
２
／
ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ
０
１
－
２
２
／

３
． 

田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

『
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

と
は
何な

に

だ
っ
た
の
か
』
勉べ

ん

誠せ
い

選せ
ん

書し
ょ

、
Ｈ
３
０

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ

ｐ
／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／

４
５
８
５
２
３
４
０
３
９
／

ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ

０
１
－
２
２
／

４
． 

田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

『
日に

本ほ
ん

の
起き

源げ
ん

は
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

に
あ
っ
た
： 

縄じ
ょ
う文も
ん

・
弥や

よ

生い

時じ

代だ
い

の
歴れ

き

史し

的て
き

復ふ
く

元げ
ん

』
勉べ

ん

誠せ
い

選せ
ん

書し
ょ

、
Ｈ
３
０

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．

ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．

ｊ
ｐ
／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／

４
５
８
５
２
３
４
０
２
０
／

ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ



　

も
う
ご
存ぞ

ん

じ
の
方か

た

が
多お

お

い

と
思お

も

う
が
、
結け

っ

核か
く

菌き
ん

の
ワ
ク

チ
ン
で
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

を
し
た
人ひ

と

は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

を
し
て
い
な
い
人ひ

と

よ
り
免め

ん

疫え
き

力り
ょ
くが
高た

か

く
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感か

ん

染せ
ん

し
て
も
重

じ
ゅ
う

症
し
ょ
う

に
な
り
に
く
い
の
で
な
い
か
と

い
う
分ぶ

ん

析せ
き

が
出で

て
い
る
。

　

戦せ
ん

前ぜ
ん

か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

が
広こ

う

範は
ん

に
行お

こ
な
わ
れ
、

１
９
５
０
年ね

ん

代だ
い

か
ら
結け

っ

核か
く

撲ぼ
く

滅め
つ

の
た
め
全ぜ

ん

国こ
く

民み
ん

を
対た

い

象し
ょ
うに

Ｂ
Ｃ
Ｇ
が
接せ

っ

種し
ゅ

さ
れ
て
き
た

日に

本ほ
ん

で
は
、
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス

の
発は

っ

症し
ょ
う

者し
ゃ

の
比ひ

率り
つ

が
世せ

界か
い

的て
き

に
見み

て
異い

様よ
う

に
少す

く

な
い
。

接せ
っ

種し
ゅ

し
て
い
な
い
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
仏ふ

つ

、
米べ

い

　

ア
ジ
ア
や
旧き

ゅ
う
ソ
連れ

ん

東と
う

欧お
う

諸し
ょ

国こ
く

で
も
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
広こ

う

範は
ん

に
接せ

っ

種し
ゅ

さ
れ
て
い
る
。
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

に
、

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

し
て
い
る
米べ

い

国こ
く

と
イ
タ
リ
ア
で
は
、
こ
れ
ま

で
全ぜ

ん

国こ
く

民み
ん

を
対た

い

象し
ょ
うに
し
た
Ｂ

Ｃ
Ｇ
の
接せ

っ

種し
ゅ

が
行お

こ
な
わ
れ
た
こ

と
が
な
い
。
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

の
増ぞ

う

加か

が
ア
ジ
ア
よ
り
激は

げ

し
い
フ
ラ
ン

ス
や
ス
ペ
イ
ン
、
英え

い

国こ
く

で
も
、

現げ
ん

在ざ
い

は
全ぜ

ん

国こ
く

民み
ん

を
対た

い

象し
ょ
うに
し

た
Ｂ
Ｃ
Ｇ
が
行お

こ
な
わ
れ
て
お
ら

ず
、
ワ
ク
チ
ン
の
種し

ゅ

類る
い

も
ア

ジ
ア
と
異こ

と

な
る
。
イ
ラ
ン
は

１
９
８
４
年ね

ん

ま
で
広こ

う

範は
ん

な
接せ

っ

種し
ゅ

が
行お

こ
なわ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

全ぜ
ん

国こ
く

民み
ん

を
対た

い

象し
ょ
うに
し
た
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接せ

っ

種し
ゅ

が
お
こ
な
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
豪ご

う

州し
ゅ
うや
オ
ラ
ン
ダ

で
は
、
今こ

ん

回か
い

の
ウ
イ
ル
ス
危き

機き

が
始は

じ

ま
っ
た
後あ

と

、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

に
接せ

っ

触し
ょ
くす
る
機き

会か
い

が
多お

お

い
医い

療り
ょ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

を
対た

い

象し
ょ
うに
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接せ
っ

種し
ゅ

を
開か

い

始し

し
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
が
、
結け

っ

核か
く

に
対た

い

す

る
免め

ん

疫え
き

だ
け
で
な
く
、
広こ

う

範は
ん

な
免め

ん

疫え
き

力り
ょ
くの
増ぞ

う

大だ
い

を
長

ち
ょ
う

期き

に
わ
た
っ
て
も
た
ら
す
こ
と
が
、

以い

前ぜ
ん

か
ら
確か

く

認に
ん

さ
れ
て
い
た
。

確か
く

定て
い

的て
き

で
な
い
が
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

の
接せ

っ

種し
ゅ

は
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
の

発は
っ

症し
ょ
う

時じ

の
重

じ
ゅ
う

篤と
く

さ
を
低て

い

下か

さ

悪あ
く

な
住

じ
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
うに
密み

っ

集し
ゅ
うし
て
住す

ん
で
お
り
、
そ
れ
が
感か

ん

染せ
ん

急
き
ゅ
う

拡か
く

大だ
い

の
原げ

ん

因い
ん

だ
と
報ほ

う

じ
ら
れ

て
い
る
（
日に

本ほ
ん

で
も
「
三さ

ん

密み
つ

禁き
ん

止し

」
プ
ロ
パ
カ
ン
ダ
の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
広ひ

ろ

く
報ほ

う

じ
ら
れ
た
）。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
政せ

い

府ふ

は
４
月が

つ

２
日か

か
ら
軍ぐ

ん

を
ビ
ナ
イ
ブ
ラ

ク
に
派は

遣け
ん

し
、
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

な

ど
の
強

き
ょ
う

制せ
い

的て
き

な
感か

ん

染せ
ん

阻そ

止し

策さ
く

を
開か

い

始し

し
た
。

　

ブ
ネ
イ
ブ
ラ
ク
な
ど
の
超

ち
ょ
う

正せ
い

統と
う

派は

の
人ひ

と

々び
と

は
、
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

米べ
い

国こ
く

で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
な
ど
に
住す

む

超ち
ょ
う

正せ
い

統と
う

派は

ユ
ダ
ヤ
教

き
ょ
う

徒と

が
、

予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

の
義ぎ

務む

化か

に
反は

ん

対た
い

す
る
政せ

い

治じ

運う
ん

動ど
う

の
急

き
ゅ
う

先せ
ん

鋒ぽ
う

の

一い
ち

勢せ
い

力り
ょ
くだ
。ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
、

新し
ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
の
感か

ん

染せ
ん

が
Ｎ

Ｙ
で
最も

っ
と
も
多た

発は
つ

し
て
い
る
地ち

域い
き

の
一ひ

とつ
だ
。
米べ

い

国こ
く

の
超

ち
ょ
う

正せ
い

統と
う

派は

（
や
、
そ
の
他ほ

か

の
一い

っ

神し
ん

教
き
ょ
う

な
ど
の
原げ

ん

理り

主し
ゅ

義ぎ

勢せ
い

力り
ょ
く）
は

「
人に

ん

間げ
ん

は
神か

み

様さ
ま

が
作つ

く

っ
た
。

科か

学が
く

・
医い

学が
く

は
、
人に

ん

間げ
ん

の
身し

ん

体た
い

の
こ
と
を
完か

ん

全ぜ
ん

に
わ
か
っ
て

い
な
い
。
科か

学が
く

・
医い

学が
く

は
、

神か
み

様さ
ま

よ
り
は
る
か
に
劣お

と

っ
て
い

せ
る
効こ

う

果か

が
あ
り
そ
う
だ
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
以い

外が
い

で
も
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
病

び
ょ
う

気き

に
対た

い

す
る
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

が
、
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
へ
の
免め

ん

疫え
き

力り
ょ
くを
増ぞ

う

強き
ょ
うさ
せ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
ま
だ
確か

く

認に
ん

さ

れ
て
い
な
い
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
一い

ち

部ぶ

の
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

を
し
て
い
る
人ひ

と

が
、
し
て

い
な
い
人ひ

と

よ
り
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル

ス
に
対た

い

す
る
免め

ん

疫え
き

力り
ょ
くが
強つ

よ

い

と
い
う
仮か

説せ
つ

が
事じ

実じ
つ

で
あ
る

場ば

合あ
い

、
そ
れ
が
原げ

ん

因い
ん

で
な
い

か
と
疑う

た
が
わ
れ
る
感か

ん

染せ
ん

の
爆ば

く

発は
つ

的て
き

な
拡か

く

大だ
い

が
世せ

界か
い

の
あ
ち
こ

ち
で
発は

っ

生せ
い

し
て
い
る
。

予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

否ひ

定て
い

の
超ち

ょ
う

正せ
い

統と
う

派は

ユ
ダ
ヤ
教き

ょ
う

徒と

に
蔓ま

ん

延え
ん

　
た
と
え
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

超ち
ょ
う

正せ
い

統と
う

派は

ユ
ダ
ヤ
教

き
ょ
う

徒と

が
密み

っ

集し
ゅ
うし
て
住す

ん
で
い
る
テ
ル
ア

ビ
ブ
近き

ん

郊こ
う

の
街ま

ち

ビ
ナ
イ
ブ
ラ
ク

（B
n
ei B
rak

）。
こ
の
地ち

域い
き

の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
３
割わ

り

か
ら
半は

ん

分ぶ
ん

が
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
に
感か

ん

染せ
ん

し

て
い
る
と
推す

い

定て
い

さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
新し

ん

型が
た

ウ
イ

ル
ス
発は

っ

症し
ょ
う

者し
ゃ

（
入

に
ゅ
う

院い
ん

者し
ゃ

）
の

半は
ん

分ぶ
ん

が
、
人じ

ん

口こ
う

の
１
割わ

り

程て
い

度ど

で
あ
る
超

ち
ょ
う

正せ
い

統と
う

派は

だ
。
彼か

れ

ら

は
テ
レ
ビ
も
ネ
ッ
ト
も
見み

ず
、

地じ

元も
と

の
ラ
ビ
（
聖せ

い

職し
ょ
く

者し
ゃ

）
の

言い

う
こ
と
し
か
聞き

か
ず
、
ラ

ビ
は
政せ

い

府ふ

の
命め

い

令れ
い

を
無む

視し

す

る
傾け

い

向こ
う

が
強つ

よ

い
。
超

ち
ょ
う

正せ
い

統と
う

派は

は
ユ
ダ
ヤ
教き

ょ
う
の
勉べ

ん

強き
ょ
うだ
け
す

る
生せ

い

活か
つ

な
の
で
貧び

ん

乏ぼ
う

で
、
し

か
も
多た

産さ
ん

だ
。
そ
の
た
め
劣れ

つ

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接せ

っ

種し
ゅ

が
コ
ロ
ナ
重じ

ゅ
う

症し
ょ
う

化か

抑お
さ

え
る
？

４月
がつ

５日
か

版
ばん

な
ぜ
か
非ひ

義ぎ

務む

国こ
く

で
激げ

き

増ぞ
う

す
る
病び

ょ
う

死し

者し
ゃ

世
せ

界
かい

のＢＣＧ接
せっ

種
しゅ

国
こく

地
ち

図
ず

。Ａ＝肌
はだ

色
いろ

の地
ち

域
いき

は接
せっ

種
しゅ

義
ぎ

務
む

国
こく

。Ｂ＝紫
むらさき

色
いろ

の地
ち

域
いき

は過
か

去
こ

に接
せっ

種
しゅ

義
ぎ

務
む

国
こく

だったが、
止
や

めてしまったところ。Ｃ＝昔
むかし

から接
せっ

種
しゅ

義
ぎ

務
む

でなかった国
くに

。明
あき

らかにＢ、Ｃ地
ち

域
いき

で死
し

者
しゃ

が多
おお

い。「何
なん

らかの
相
そう

関
かん

関
かん

係
けい

がある」との声
こえ

が出
で

ている（出
しゅっ

所
しょ

：The BCG World Atlas: A Database of Global BCG Vaccination Policies and Practices）

治ち

療り
ょ
うに
あ
た
る
医い

 し師
（
参さ

ん
こ
う考
写し

ゃ
し
ん真
）

る
人に

ん

間げ
ん

が
や
っ
て
い
る
行こ

う

為い

だ

か
ら
だ
。
そ
ん
な
中

ち
ゅ
う

途と

半は
ん

端ぱ

な
科か

学が
く

・
医い

学が
く

に
基も

と

づ
い
て
、

不ふ

完か
ん

全ぜ
ん

な
開か

い

発は
つ

力り
ょ
くで
作つ

く

っ
た

ワ
ク
チ
ン
を
強

き
ょ
う

制せ
い

的て
き

に
人ひ

と

々び
と

に
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

す
る
の
を
義ぎ

務む

づ
け
る
の
は
間ま

違ち
が

っ
て
い
る
。

副ふ
く

作さ

用よ
う

も
ひ
ど
い
」
と
考か

ん
が
え

る
傾け

い

向こ
う

に
あ
る
。

　

ブ
ネ
イ
ブ
ラ
ク
や
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
人ひ

と

々び
と

は
、
こ
う
い
っ
た

信し
ん

仰こ
う

上じ
ょ
う・
信し

ん

条じ
ょ
う

的て
き

な
理り

由ゆ
う

で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

を
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
感か

ん

染せ
ん

急き
ゅ
う

増ぞ
う

・
高こ

う

致ち

死し

率り
つ

の
理り

由ゆ
う

の

一ひ
とつ
で
な
い
か
と
疑う

た
がわ
れ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
米べ

い

国こ
く

で
は
、
ユ
ダ
ヤ
教

き
ょ
う

徒と

以い

外が
い

の

人ひ
と

々び
と

で
も
、
家か

族ぞ
く

ぐ
る
み
で

ワ
ク
チ
ン
・
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

に
反は

ん

対た
い

・
懐か

い

疑ぎ

的て
き

な
人ひ

と

が
け
っ
こ

う
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
反は

ん

対た
い

運う
ん

動ど
う

を
率ひ

き

い
る
人ひ

と

々び
と

は
、
ユ
ダ

ヤ
人じ

ん

な
ど
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

人ひ
と

々び
と

の
間あ

い
だ

で
支し

持じ

を
拡か

く

大だ
い

す
る
よ
う
に
動う

ご

い
て
き
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
感か

ん

染せ
ん

急き
ゅ
う

拡か
く

大だ
い

の
一い

ち

因い
ん

は
、
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

と

関か
ん

連れ
ん

し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

を
し
て
い
る
老ろ

う

人じ
ん

が
、
し
て
い

な
い
若わ

か

者も
の

よ
り
免め

ん

疫え
き

力り
ょ
くが
高た

か

い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
得え

る

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
若わ

か

者も
の

も
多お

お

く
発は

っ

症し
ょ
うし
て
い
る
。

　

予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

と
の
関か

ん

連れ
ん

に
確か

く

た
る
証

し
ょ
う

拠こ

は
な
い
が
「
感か

ん

染せ
ん

爆ば
く

発は
つ

の
理り

由ゆ
う

は
密み

っ

集し
ゅ
うだ
」
と

決き

め
つ
け
る
の
も
確か

く

た
る
証

し
ょ
う

拠こ

が
な
い
ま
ま
に
行お

こ
なわ
れ
て
い

る
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
が
広こ

う

範は
ん

に
免め

ん

疫え
き

力り
ょ
くを
押お

し
上あ

げ
る
こ
と
、
米べ

い

国こ
く

で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
比ひ

率り
つ

が
低ひ

く

い

こ
と
は
事じ

実じ
つ

だ
。

コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

を
宗し

ゅ
う

教き
ょ
う

の

力ち
か
ら

で
治ち

療り
ょ
う

で
き
る
と
い

う
イ
ラ
ン
聖せ

い

職し
ょ
く

者し
ゃ

も

　
イ
ス
ラ
エ
ル
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

で
は
、
ユ

ダ
ヤ
教

き
ょ
う

徒と

だ
け
で
な
く
イ
ス

ラ
ム
教

き
ょ
う

徒と

の
パ
レ
ス
チ
ナ
人じ

ん

も
、
自じ

治ち

政せ
い

府ふ

や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に

よ
る
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

策さ
く

に
従し

た
がわ
ず
、

密み
っ

集し
ゅ
うし
た
礼れ

い

拝は
い

を
続つ

づ

け
て
い

る
。
イ
ラ
ン
で
は
、
新し

ん

型が
た

ウ

イ
ル
ス
の
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

が
、
聖せ

い

職し
ょ
く

者し
ゃ

が
た
く
さ
ん
い
る
シ
ー

ア
派は

の
聖せ

い

都と

コ
ム
か
ら
拡か

く

大だ
い

し
て
い
っ
た
。

　

イ
ラ
ン
は
１
９
７
９
年ね

ん

以い

来ら
い

、
聖せ

い

職し
ょ
く

者し
ゃ

集し
ゅ
う

団だ
ん

が
政せ

い

権け
ん

を
握に

ぎ
っ
て
い
る
が
、
１
９
８
４

年ね
ん

か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
が
全ぜ

ん

国こ
く

民み
ん

を

対た
い

象し
ょ
うに
行お

こ
な
わ
れ
て
い
る
（
ワ

ク
チ
ン
は
元も

と

々も
と

の
フ
ラ
ン
ス
株か

ぶ

か
ら
わ
か
れ
た
独ど

く

自じ

の
も
の

を
使し

用よ
う

）。
今い

ま

も
１
万ま

ん

人に
ん

程て
い

度ど

の
結け

っ

核か
く

患か
ん

者じ
ゃ

が
い
る
。

　

イ
ラ
ン
の
感か

ん

染せ
ん

急き
ゅ
う

拡か
く

大だ
い

が
、
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

政せ
い

治じ

と
何な

ん

ら
か
の

関か
ん

係け
い

が
あ
る
か
ど
う
か
不ふ

明め
い

だ
。
そ
れ
ら
し
い
こ
と
を
列れ

っ

挙き
ょ

し
て
も
、
ま
と
ま
っ
た
分ぶ

ん

析せ
き

に
な
ら
な
い
。
イ
ラ
ン
の

聖せ
い

職し
ょ
く

者し
ゃ

の
中な

か

に
は
、
コ
ロ
ナ

の
感か

ん

染せ
ん

を
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うの
力ち

か
らで
治ち

療
り
ょ
う

で
き
る
と
言い

っ
て
い
る
人ひ

と

も
い

る
。
イ
ラ
ク
の
シ
ー
ア
派は

の

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う

指し

導ど
う

者し
ゃ

で
あ
る
サ
ド

ル
師し

は
、
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
が
今こ

ん

後ご

で
き
た
と

し
て
も
、
米べ

い

国こ
く

が
作つ

く
っ
た
も
の

で
あ
る
な
ら
使し

用よ
う

禁き
ん

止し

だ
と

言い

っ
て
い
る
。

武ぶ

漢か
ん

に
支し

部ぶ

を
作つ

く

っ
た

韓か
ん

国こ
く

教き
ょ
う

会か
い

で
集し

ゅ
う

団だ
ん

発は
っ

症し
ょ
う

　

韓か
ん

国こ
く

で
は
、
現げ

ん

時じ

点て
ん

で

１
万ま

ん

人に
ん

い
る
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

の
半は

ん

分ぶ
ん

が
、
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

系け
い

の
「
新し

ん

天て
ん

地ち

イ
エ
ス
教

き
ょ
う

会か
い

」
の
大だ

い

邱
き
ゅ
う

な
ど
の
信し

ん

者じ
ゃ

だ
。
大だ

い

邱き
ゅ
うの
信し

ん

者じ
ゃ

１
９
０
０
人に

ん

を
検け

ん

査さ

し
た

と
こ
ろ
１
７
２
０
人に

ん

（
う
ち

無む

症し
ょ
う

状じ
ょ
う４
２
０
人に

ん

）
が
感か

ん

染せ
ん

し
、
１
３
０
０
人に

ん

が
発は

っ

症し
ょ
うし

て
い
た
。
発は

っ

症し
ょ
う

率り
つ

が
６
８
％

と
高た

か

い
。

　

こ
の
教

き
ょ
う

会か
い

は
、
多た

数す
う

の
信し

ん

者じ
ゃ

が
密み

っ

集し
ゅ
うし
て
礼れ

い

拝は
い

す
る

作さ

法ほ
う

で
、
し
か
も
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

に

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
武ぶ

漢か
ん

に
新あ

た
ら
し
い
支し

部ぶ

（
地ち

下か

教き
ょ
う

会か
い

）
を
作つ

く

り
、
数す

う

十じ
ゅ
う

人に
ん

の
信し

ん

者じ
ゃ

が
韓か

ん

国こ
く

と
武ぶ

漢か
ん

を
往お

う

復ふ
く

し
て
い
た
。
そ
れ
ら

が
感か

ん

染せ
ん

増ぞ
う

加か

の
理り

由ゆ
う

だ
と
報ほ

う

じ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
教

き
ょ
う

団だ
ん

に
つ
い
て
調し

ら

べ
た

が
、
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

に
つ
い
て
の

考か
ん
がえ
方か

た

は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

教き
ょ
う

祖そ

の
言こ

と

葉ば

が
絶ぜ

っ

対た
い

で
あ
る

よ
う
な
の
で
、
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

す

る
な
と
教

き
ょ
う

祖そ

に
言い

わ
れ
れ
ば
、

信し
ん

者じ
ゃ

は
政せ

い

府ふ

の
方ほ

う

針し
ん

を
無む

視し

し
て
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

を
し
な
か
っ

た
り
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ

れ
が
起お

き
て
い
る
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
。
今こ

ん

回か
い

の
記き

事じ

は
腑ふ

抜ぬ

け
た
内な

い

容よ
う

で
申も

う

し
訳わ

け

な
い
が
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
既き

存そ
ん

の
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

と
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル

ス
の
爆ば

く

発は
つ

感か
ん

染せ
ん

と
の
関か

ん

係け
い

が

広こ
う

範は
ん

に
調し

ら

べ
ら
れ
れ
ば
、
多お

お

く
の
こ
と
が
わ
か
る
の
で
な
い

か
と
い
う
提て

い

案あ
ん

を
す
る
の
が

良よ

い
と
考か

ん
がえ
て
こ
れ
を
書か

く
こ

と
に
し
た
。

　

欧お
う

州し
ゅ
うで
発は

っ

症し
ょ
う

者し
ゃ

や
死し

者し
ゃ

の

人じ
ん

口こ
う

比ひ

率り
つ

が
、
東ひ

が
し
ア
ジ
ア
よ

り
は
る
か
に
高た

か

い
の
は
、
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
欧お

う

州し
ゅ
うに
拡か

く

大だ
い

す
る
過か

程て
い

で
変へ

ん

異い

し
て
感か

ん

染せ
ん

力り
ょ
くが
強つ

よ

く
な
っ
た

か
ら
で
な
い
か
と
い
う
仮か

説せ
つ

が
以い

前ぜ
ん

か
ら
あ
る
。

　

だ
が
、
イ
タ
リ
ア
と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
研け

ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

が
調し

ら

べ
た
と
こ
ろ
、

両り
ょ
う

国こ
く

の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
持も

つ
ウ
イ

日に

本ほ
ん

の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
（Y tam

be / CC BY-SA

）

　

世せ

界か
い

中じ
ゅ
うに
拡か

く

散さ
ん

し
た
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

が
９
日か

早そ
う

朝ち
ょ
う

現げ
ん

在ざ
い

、

世せ

界か
い

で
１
５
０
万ま

ん

人に
ん

に
達た

っ

し
、

死し

者し
ゃ

も
８
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
て
し

コ
ロ
ナ
世せ

 か
い界

蔓ま
ん

 え
ん延

で
世せ

 か
い界

細さ
い

 き
ん菌

戦せ
ん

 そ
う争

？
！

特
と く

別
べ つ

寄
き

稿
こ う

聖せ
い

市し

在ざ
い

 じ
ゅ
う住

　
　
成な

り

 た田
修し

ゅ
う

 ご吾

ま
い
ま
し
た
。

　

某ぼ
う

ニ
ュ
ー
ス
解か

い

説せ
つ

者し
ゃ

に
よ

れ
ば
、「
こ
れ
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
武ぶ

漢か
ん

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
世せ

界か
い

の
細さ

い

菌き
ん

戦せ
ん

争そ
う

だ
」
な
ど
と
言い

っ
て
い
ま

開か
い

発は
つ

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

各か
っ

国こ
く

の
医い

療り
ょ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

（
厚こ

う

生せ
い

省し
ょ
う）
は
躍や

っ

起き

に
な
っ
て
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
こ
れ
以い

上じ
ょ
う

増ふ

え
な
い
よ

う
に
対た

い

策さ
く

を
講こ

う

じ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
が
開か

い

発は
つ

さ
れ
る

ま
で
は
ま
だ
相そ

う

当と
う

な
時じ

間か
ん

が

か
か
る
も
の
と
思お

も

わ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
現げ

ん

状じ
ょ
う

　

さ
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

１
９
を
ご
存ぞ

ん

じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
今こ

年と
し

２
月が

つ

１
１
日に

ち

に

世せ

界か
い

保ほ

健け
ん

機き

構こ
う

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
こ
の
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
疾し

っ

患か
ん

名め
い

に
命め

い

名め
い

し
た
も
の

で
す
。
読よ

み
方か

た

は
コ
ビ
ッ
ド
ー

（
ポ
語ご

式し
き

で
は
「
コ
ン
ビ
ジ
」）

１
９
と
呼よ

び
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
呼よ

び
名な

が
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

な
よ
う
で
す
。

　

感か
ん

染せ
ん

す
る
と
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
（
流

り
ゅ
う

行こ
う

性せ
い

感か
ん

冒ぼ
う

）

に
よ
く
似に

て
お
り
、
初は

じ

め
は

３
８
℃
〜
３
９
℃
の
高こ

う

熱ね
つ

が

４
、５
日に

ち

続つ
づ

き
、
こ
の
発は

つ

熱ね
つ

に

伴と
も
なう
咳せ

き

、
呼こ

吸き
ゅ
う

困こ
ん

難な
ん

に
お

ち
い
り
、
人じ

ん

工こ
う

呼こ

吸き
ゅ
う

器き

で
治ち

療り
ょ
うし
な
け
れ
ば
急

き
ゅ
う

性せ
い

呼こ

吸き
ゅ
う

器き

疾し
っ

患か
ん

と
な
り
死し

に
至い

た

り
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

の
外が

い

務む

省し
ょ
うが
発は

っ

し
て

い
る
、
海か

い

外が
い

安あ
ん

全ぜ
ん

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見み

る
と
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

１
９
国く

に

別べ
つ

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

推す
い

移い

で

米べ
い

国こ
く

が
一い

ち

番ば
ん

多お
お

く
、
４
０
万ま

ん

人に
ん

弱じ
ゃ
く、
ス
ペ
イ
ン
１
４
万ま

ん

人に
ん

、
イ
タ
リ
ア
１
３
万ま

ん

６
千せ

ん

人に
ん

、
ド
イ
ツ
１
０
万ま

ん

人に
ん

弱じ
ゃ
く、

中ち
ゅ
う

国ご
く

８
万ま

ん

２
千せ

ん

人に
ん

、
フ
ラ

ン
ス
７
万ま

ん

９
千せ

ん

人に
ん

、
イ
ラ
ン

６
万ま

ん

３
千ぜ

ん

人に
ん

、
英え

い

国こ
く 

５
万ま

ん

人に
ん

、
ト
ル
コ
３
万ま

ん

４
千せ

ん

人に
ん

が
多お

お

く
、
そ
の
他ほ

か

の
国く

に

々ぐ
に

で
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
増ふ

え
て
い
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
は
４
１
６
８

人に
ん

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

残ざ
ん

念ね
ん

な
が
ら
疾し

っ

病ぺ
い

治ち

療り
ょ
うも

む
な
し
く
亡な

く
な
ら
れ
た
死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

は
イ
タ
リ
ア
１
万ま

ん

７
千せ

ん

人に
ん

、
ス
ペ
イ
ン
１
万ま

ん

４
千せ

ん

人に
ん

、

米べ
い

国こ
く

１
万ま

ん

３
千ぜ

ん

人に
ん

、
フ
ラ
ン

ス
１
万ま

ん

３
３
０
人に

ん

、
イ
ラ
ン

６
１
６
０
人に

ん

で
、
そ
の
ほ
か

の
国く

に

々ぐ
に

で
死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

数す
う

が
増ふ

え

続つ
づ

け
て
い
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

に
お
け
る
死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

数す
う

は
９
６
人に

ん

に
な
り
、
遅お

そ

か
っ

た
と
も
言い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、

つ
い
に
は
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
緊き

ん

急
き
ゅ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

を
宣せ

ん

言げ
ん

し
、
指し

定て
い

地ち

域い
き

を
東と

う

京き
ょ
う

都と

、
埼さ

い

玉た
ま

県け
ん

、

千ち

葉ば

県け
ん

、
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

、
大お

お

阪さ
か

府ふ

、
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

、
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

と
し

ま
し
た
。

　

世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

の
防ぼ

う

疫え
き

検け
ん

査さ

で

陽よ
う

性せ
い

反は
ん

応の
う

が
出で

た
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

が
増ふ

え
る
一い

っ

方ぽ
う

で
、
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

か
ら
３
週

し
ゅ
う

間か
ん

の
入

に
ゅ
う

院い
ん

を
要よ

う

す

る
た
め
、
病

び
ょ
う

院い
ん

の
ベ
ッ
ド
数す

う

が
不ふ

足そ
く

し
、
通つ

う

路ろ

に
も
ベ
ッ

ド
を
据す

え
て
い
る
国く

に

も
Ｔ
Ｖ

ニ
ュ
ー
ス
に
あ
り
ま
し
た
。

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

で
は
、
早は

や

く

か
ら
パ
カ
エ
ン
ブ
ー
サ
ッ
カ
ー

競き
ょ
う

技ぎ

場じ
ょ
うの
競

き
ょ
う

技ぎ

ト
ラ
ッ
ク
内な

い

の
芝し

ば

生ふ

に
大お

お

型が
た

テ
ン
ト
を
設せ

つ

営え
い

し
て
、
患か

ん

者じ
ゃ

２
０
０
人に

ん

分ぶ
ん

の
病

び
ょ
う

室し
つ

に
充あ

て
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ン
し
た
翌よ

く

日じ
つ

に
は
す
ぐ
に

３
５
％
が
入

に
ゅ
う

院い
ん

し
、
今き

ょ

日う

は

す
で
に
１
０
０
％
満ま

ん

室し
つ

だ
と

い
い
ま
す
。

　

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

の
増ふ

え
る
速は

や

さ
が

通つ
う

常じ
ょ
うの
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うで
は
思お

も

い
も

よ
ら
な
い
速は

や

さ
な
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
医い

療り
ょ
うに
携た

ず
さ
わ

る
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

は
口く

ち

々ぐ
ち

に
、
ま
る

で
戦せ

ん

時じ

下か

だ
と
い
う
の
も
理り

解か
い

で
き
る
と
思お

も

い
ま
す
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

で
は
不ふ

要よ
う

不ふ

急き
ゅ
うの
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

令れ
い

を
出だ

し
、
逮た

い

捕ほ

も
あ
り
得え

る
と
も

い
っ
て
い
ま
す
。
街ま

ち

中な
か

の
通つ

う

行こ
う

人に
ん

も
ま
ば
ら
に
な
り
、
車く

る
ま
の

数か
ず

は
数か

ぞ

え
る
く
ら
い
の
あ
り

様さ
ま

で
す
。

外が
い

出し
ゅ
つ

中ち
ゅ
うの
マ
ス
ク
使し

用よ
う

と

帰き

宅た
く

時じ

の
手て

洗せ
ん

浄じ
ょ
うと
ウ
ガ
イ

　
い
つ
ま
で
、
こ
の
闘た

た
かい
が
続つ

づ

く
の
か
、
不ふ

安あ
ん

が
募つ

の

る
ば
か

り
で
す
。
特と

く

に
、
死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

数す
う

の
年ね

ん

齢れ
い

別べ
つ

の
内う

ち

訳わ
け

を
み
る
と
、

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

が
約や

く

８
割わ

り

を
占し

め
て

い
ま
す
。
４
０
歳さ

い

代だ
い

、
２
０

歳さ
い

代だ
い

、
幼よ

う

年ね
ん

者し
ゃ

は
ご
く
わ
ず

か
で
す
が
、
十

じ
ゅ
う

代だ
い

の
若わ

か

者も
の

た

ち
の
無む

用よ
う

な
外が

い

出し
ゅ
つは
、
た
と

え
検け

ん

査さ

結け
っ

果か

が
陽よ

う

性せ
い

で
な
く

と
も
、
菌き

ん

を
他た

人に
ん

に
移う

つ

し
て

し
ま
う
可か

能の
う

性せ
い

も
あ
る
の
で
、

油ゆ

断だ
ん

を
せ
ず
に
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
マ
ス

ク
使し

用よ
う

と
帰き

宅た
く

後ご

の
手て

の
消

し
ょ
う

毒ど
く

と
ウ
ガ
イ
を
怠お

こ
た
ら
ず
、
で

き
れ
ば
帰き

宅た
く

後ご

に
シ
ャ
ワ
ー
を

浴あ

び
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

　

今こ
ん

回か
い

の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

１
９
は
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

の
経け

い

済ざ
い

に

も
大お

お

き
な
影え

い

響き
ょ
うを
及お

よ

ぼ
し
、

貧ひ
ん

富ぷ

の
差さ

が
ま
す
ま
す
広ひ

ろ

が

り
、
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

層そ
う

の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うが
こ

れ
ま
で
よ
り
半は

ん

減げ
ん

の
家か

庭て
い

が

増ふ

え
、
倒と

う

産さ
ん

す
る
企き

業ぎ
ょ
うの
数か

ず

も
増ふ

え
つ
つ
あ
る
と
い
い
ま

す
。
そ
ん
な
中な

か

で
、
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うが

減へ

る
と
、
食

し
ょ
く

事じ

の
内な

い

容よ
う

も
こ

れ
ま
で
と
は
違ち

が
っ
た
贅ぜ

い

沢た
く

な
も

の
も
食し

ょ
く
せ
な
く
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

で
は
、
私わ

た
し
た
ち
の
体た

い

内な
い

に

も
っ
て
い
る
免め

ん

疫え
き

力り
ょ
くと
い
う
も

の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
免め

ん

疫え
き

と
い
う
の

は
感か

ん

染せ
ん

、
病

び
ょ
う

気き

、
あ
る
い
は

望の
ぞ

ま
れ
な
い
侵し

ん

入に
ゅ
う

微び

生せ
い

物ぶ
つ

を

回か
い

避ひ

す
る
た
め
に
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
生せ

い

物ぶ
つ

的て
き

防ぼ
う

御ぎ
ょ

力り
ょ
くを
持も

っ
て
い
ま

す
。

　

免め
ん

疫え
き

に
は
特と

く

異い

性せ
い

な
要よ

う

素そ

を
持も

つ
も
の
と
、
非ひ

特と
く

異い

性せ
い

的て
き

な
要よ

う

素そ

を
持も

つ
も
の
が
あ

り
ま
す
。
非ひ

特と
く

異い

性せ
い

的て
き

要よ
う

素そ

は
障

し
ょ
う

壁へ
き

と
し
て
働は

た
ら
い
た
り
、

抗こ
う

原げ
ん

特と
く

異い

性せ
い

に
拘か

か

わ
ら
ず
、

広ひ
ろ

い
範は

ん

囲い

の
微び

生せ
い

物ぶ
つ

を
排は

い

除じ
ょ

し
た
り
す
る
働は

た
ら
き
も
も
っ
て
い

る
と
言い

う
こ
と
で
す
。

　

免め
ん

疫え
き

力り
ょ
くと
は
、
例た

と

え
ば
体た

い

内な
い

で
発は

っ

生せ
い

し
た
が
ん
細さ

い

胞ぼ
う

や

外そ
と

か
ら
侵し

ん

入に
ゅ
うし
た
細さ

い

菌き
ん

や
ウ

イ
ル
ス
な
ど
を
常つ

ね

に
監か

ん

視し

し

て
撃げ

き

退た
い

す
る
事じ

故こ

防ぼ
う

衛え
い

シ
ス

テ
ム
の
こ
と
で
す
。

免め
ん

疫え
き

力り
ょ
く

を
高た

か

め
る

食た

べ
物も

の

は
こ
れ
！

　

栄え
い

養よ
う

士し

さ
ん
や
医い

師し

が

教お
し

え
て
く
れ
る
、
免め

ん

疫え
き

力
り
ょ
く

を
高た

か

め
る
食

し
ょ
く

材ざ
い

を
ご
紹

し
ょ
う

介か
い

し

ま
し
ょ
う
。
食た

べ
方か

た

、
料

り
ょ
う

理り

の
仕し

方か
た

は
い
ろ
い
ろ
で
し
ょ

う
が
、
主お

も

な
食

し
ょ
く

材ざ
い

２
０
選せ

ん

か

ら
で
き
る
だ
け
少す

こ

し
ず
つ
で

も
食し

ょ
く
す
る
よ
う
に
心こ

こ
ろ
が
け
ま

し
ょ
う
。

①
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
②
納な

っ

豆と
う

、

③
ニ
ン
ニ
ク
、
④
芋い

も

、
⑤
り

ん
ご
、
⑥
鶏と

り

肉に
く

、
⑦
味み

噌そ

、

⑧
大だ

い

根こ
ん

、
⑨
小こ

松ま
つ

菜な

（
モ
ス

タ
ル
ダ
で
代だ

い

用よ
う

）、
⑩
バ
ナ

ナ
、
⑪
カ
ボ
チ
ャ
、
⑫
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
⑬
緑り

ょ
く

茶ち
ゃ

、
⑭
ア
ー

モ
ン
ド
（
ピ
ー
ナ
ツ
で
代だ

い

用よ
う

）、

⑮
ゴ
マ
、
⑯
ア
バ
カ
ッ
テ
、
⑰

生し
ょ
う

姜が

、
⑱
人に

ん

参じ
ん

、
⑲
白は

く

菜さ
い

、

⑳
卵た

ま
ご。

　

以い

上じ
ょ
うで
す
が
、
く
れ
ぐ
れ

も
外が

い

出し
ゅ
つを
控ひ

か

え
、
も
し
外が

い

出
し
ゅ
つ

し
て
も
必か

な
ら
ず
、
ウ
ガ
イ
と
手て

の
消

し
ょ
う

毒ど
く

を
忘わ

す

れ
ず
、
そ
し
て

免め
ん

疫え
き

力り
ょ
くを
高た

か

め
る
た
め
に
嫌き

ら

い
な
野や

菜さ
い

で
も
薬く

す
り
だ
と
思お

も
っ
て

食た

べ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

ル
ス
の
ゲ
ノ
ム
配は

い

列れ
つ

は
ほ
と

ん
ど
同お

な

じ
で
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
イ

タ
リ
ア
に
拡か

く

大だ
い

す
る
間あ

い
だ
に
ウ

イ
ル
ス
が
ほ
と
ん
ど
変へ

ん

異い

し

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

新し
ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
は
、
既き

存そ
ん

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

よ
り
変へ

ん

異い

の
速そ

く

度ど

が
か
な
り

遅お
そ

い
。
こ
れ
は
、
新し

ん

型が
た

ウ
イ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
が
開か

い

発は
つ

さ

れ
た
ら
、
そ
れ
が
広こ

う

範は
ん

に
効こ

う

力り
ょ
くを
持も

つ
こ
と
を
意い

味み

す
る
。

毎ま
い

年と
し

変へ
ん

異い

し
て
違ち

が

う
種し

ゅ

類る
い

が

蔓ま
ん

延え
ん

す
る
既き

存そ
ん

の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
毎ま

い

年と
し

新あ
ら

た
な
ワ
ク

チ
ン
を
見み

極き
わ

め
て
製せ

い

造ぞ
う

す
る

と
い
う
面め

ん

倒ど
う

な
作さ

業ぎ
ょ
うが
必ひ

つ

要よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
新し

ん

型が
た

ウ
イ

ル
ス
は
違ち

が

う
よ
う
だ
。
こ
れ

は
朗ろ

う

報ほ
う

だ
。

　

新し
ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
は
変へ

ん

異い

し

に
く
い
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
イ
タ
リ
ア
の

ウ
イ
ル
ス
は
ほ
と
ん
ど
同お

な

じ

だ
。

　
「
欧お

う

州し
ゅ
うか
ら
日に

本ほ
ん

に
帰き

国こ
く

し
た
人ひ

と

々び
と

が
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス

の
欧お

う

州し
ゅ
う

型が
た

を
日に

本ほ
ん

に
持も

ち
込こ

み
、
日に

本ほ
ん

で
強

き
ょ
う

烈れ
つ

な
ウ
イ
ル

ス
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

の
第だ

い

２
波は

が
起お

き
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
一い

ち

部ぶ

の

指し

摘て
き

は
間ま

違ち
が

っ
た
「（
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

肝き
も

い
り
の
）
無む

根こ
ん

拠き
ょ

な
陰い

ん

謀ぼ
う

論ろ
ん

」
で
あ
る
。
欧お

う

米べ
い

と
日に

本ほ
ん

な
ど
東ひ

が
し
ア
ジ
ア
の
発は

っ

症し
ょ
う

者し
ゃ

の
比ひ

率り
つ

の
大お

お

き
な
差さ

の
原げ

ん

因い
ん

は
、
こ
う
し
た
陰い

ん

謀ぼ
う

論ろ
ん

で
な

く
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接せ

っ

種し
ゅ

の
有う

無む

で

あ
る
と
考か

ん
が
え
る
方ほ

う

が
自し

然ぜ
ん

だ
。

こ
こ
か
ら
先さ

き

の
分ぶ

ん

析せ
き

に
つ
い
て

は
あ
ら
た
め
て
書か

く
。
豪ご

う

州
し
ゅ
う

や
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接せ
っ

種し
ゅ

が
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
対た

い

策さ
く

と
し
て
効こ

う

果か

が
あ
る
と
い
う

前ぜ
ん

提て
い

で
対た

い

策さ
く

が
試こ

こ
ろ
み
ら
れ
て

い
る
が
、
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

に
日に

本ほ
ん

で

は
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
接せ

っ

種し
ゅ

と
の
関か

ん

係け
い

が

「
無む

視し

」「
軽け

い

視し

」
も
し
く
は

「
迷め

い

惑わ
く

な
考か

ん
が

え
方か

た

」「
陰い

ん

謀ぼ
う

論ろ
ん

扱あ
つ
かい
」
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
日に

本ほ
ん

の
政せ

い

治じ

的て
き

な

事じ

情じ
ょ
うが
あ
り
そ
う
だ
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
も
あ
ら
た
め
て
考こ

う

察さ
つ

す
る
。

す
。
ブ
ラ
ジ
ル
も
こ
の

戦せ
ん

争そ
う

に
巻ま

き
込こ

ま
れ

た
事じ

実じ
つ

は
読ど

く

者し
ゃ

の
皆み

な

さ
ん
も
ご
存ぞ

ん

じ
で
し
ょ

う
。

　

８
日か

現げ
ん

在ざ
い

、
死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

が
８
０
０
人に

ん

に
達た

っ

し
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が

１
万ま

ん

５
９
２
７
人に

ん

と

発は
っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
て
い
ま
す
。

　

大た
い

変へ
ん

な
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

確か
く

実じ
つ

に
完か

ん

治ち

す
る
ワ

ク
チ
ン
が
い
ま
だ
に
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